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『
会
津
農
書
』に
み
る
粮
菜
作
と
粮
菜
貯

―
在
地
農
法
の
一
環
と
し
て
の「
食
物
助
成
」
―

佐
々
木
　
長
生

は
じ
め
に

―
問
題
の
所
在

―

一
　
農
書
に
記
載
さ
れ
た
「
糧
物
」・「
粮
菜
」
と

『
会
津
農
書
』

二
　『
会
津
農
書
』
に
み
る
「
粮
菜
」

三
　『
会
津
歌
農
書
』
に
み
る
「
粮
菜
」
の
種
類

四
　『
会
津
農
書
』
に
み
る
粮
菜
作

五
　『
会
津
農
書
』
に
み
る
「
粮
菜
貯
」

六
　
他
地
方
の
農
書
に
み
る
粮
菜

七
　
風
俗
帳
に
み
る
粮
菜
を
め
ぐ
る
民
俗

結
び
に
か
え
て

―
在
地
農
法
の
一
環
と
し
て

の
粮
菜
作
・
粮
菜
貯

―

　

若
松
城
下
に
隣
接
す
る
幕
内
村
（
現
会
津
若
松
市
神
指
町
幕
内
）
の
肝
煎
佐
瀬
与
次
右
衛
門
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
自

ら
の
体
験
と
「
郷
談
」
と
呼
ば
れ
る
旧
慣
習
に
基
づ
き
会
津
地
方
の
自
然
に
即
し
た
農
法
を
『
会
津
農
書
』
に
著
述
し
て
い
（
（
（
る
。
上

巻
の
稲
作
、
中
巻
の
畑
作
、
下
巻
の
農
家
事
益
の
三
巻
か
ら
な
る
。
そ
の
内
容
を
農
民
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
覚
え
や
す
い
よ
う
に

和
歌
で
綴
っ
た
『
会
津
歌
農
書
』
を
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
著
し
て
い
（
（
（

る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
農
業
に
関
す
る
語ご

彙い

（
農
語
）

や
農
耕
儀
礼
等
に
つ
い
て
与
次
右
衛
門
と
農
民
と
の
対
話
形
式
で
著
述
し
た
『
会
津
農
書
附
録
』
八
巻
を
著
し
て
い
る
。
本
稿
で
は

『
会
津
農
書
』『
会
津
歌
農
書
』『
会
津
農
書
附
録
』
を
総
括
し
た
概
念
で
、『
会
津
農
書
』
と
表
記
し
て
論
述
し
た
い
。

　
『
会
津
農
書
』
は
、
わ
が
国
の
農
書
の
代
表
と
さ
れ
る
宮
崎
安
貞
の
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
の
『
農
業
全
書
』
よ
り
一
三
年

も
早
い
古
典
的
価
値
を
有
す
る
農
書
で
あ
る
。
著
者
・
著
述
年
が
明
確
な
点
、
わ
が
国
で
数
多
く
あ
る
農
書
で
歴
史
的
価
値
も
あ
り
、

農
業
技
術
史
上
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
特
に
下
巻
は
農
民
生
活
に
関
わ
る
記
載
が
多
く
、
近
世
初
期
の
会
津
地
方
の
民
俗
を
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
農
具
や
農
耕
儀
礼
は
じ
め
衣
食
住
に
関
す
る
民
俗
を
『
会
津
農
書
』
か
ら
抽
出
し
、
民
俗
学
的
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
本
稿
は
、
下
巻
記
載
の
「
粮
菜
作
考
」・「
粮
菜
貯
」
お
よ
び
「
里
郷
と
山
郷
食
物
助
成
」
を
基
軸
に
、
当
時
の
会
津

地
方
の
粮
菜
の
種
類
お
よ
び
採
取
・
加
工
調
理
と
そ
の
食
法
に
つ
い
て
調
査
分
析
し
、
在
地
農
法
の
一
環
と
し
て
の
粮
菜
作
・
粮
菜

貯
を
位
置
付
け
た
い
。
そ
の
分
析
・
比
較
資
料
と
し
て
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
お
よ
び
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
風
俗
帳
の

記
載
と
、
他
地
方
の
農
書
類
か
ら
「
糧
物
」
の
記
載
と
、
福
島
県
内
の
近
世
の
「
か
て
物
」
に
関
す
る
資
料
と
、『
会
津
農
書
』
に

記
載
さ
れ
た
植
物
名
の
照
合
を
試
み
、
そ
の
採
取
法
や
加
工
調
理
法
と
食
法
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
『
会
津
農
書
』
に
は
粮
菜
確
保
の
方
法
に
関
す
る
記
載
が
多
く
、
そ
の
ひ
と
つ
に
大
根
と
蕪
、
粟
と
稗
な
ど
粮
菜
作
の
作
物
を
栽

培
す
る
方
法
や
「
救あ

さ
り食
菜な

」
と
呼
ぶ
山
野
か
ら
の
粮
菜
採
取
の
古
語
の
記
載
な
ど
粮
菜
の
主
作
物
「
編
菜
の
栽
培
・
加
工
・
保
管
法

な
ど
、
在
地
農
法
の
一
環
と
し
て
「
粮
菜
作
」
お
よ
び
「
粮
菜
貯
」
を
指
導
し
て
い
る
。

【要旨】

農
書
（
の
う
し
ょ
）、
在
地
農
法
（
ざ
い
ち
の
う
ほ
う
）、
小
農
技
術
（
し
ょ
う
の
う
ぎ
じ
ゅ
つ
）、
糧
物
（
か
て

も
の
）、
救
荒
植
物
（
き
ゅ
う
こ
う
し
ょ
く
ぶ
つ
）

キ
ー
ワ
ー
ド
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は
じ
め
に
　

―
　

問
題
の
所
在
　

―
　

　
「
糧か

て

物も
の

」
は
、
一
般
的
に
は
救
荒
食
の
ひ
と
つ
、
飢
餓
時
の
食
料
と
し

て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
特
に
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
天
明
飢
饉
以
来
、

各
地
で
著
述
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
享
和
二
年
（
一
八
〇
三
）
米
沢
藩
の

『
か
て
も
の
』
は
有
名
で
あ
る
。
筆
者
の
出
身
地
で
あ
る
相
馬
中
村
藩
で

も
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
『
か
て
物
考
』
が
著
述
さ
れ
て
い
る
。
東

北
地
方
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
前
の
昭
和
三
十
年
代
前
半
ま
で
は
、

「
か
て
飯
」
と
呼
ば
れ
る
。
白
米
に
雑
穀
を
入
れ
た
ご
飯
が
日
常
の
食
物

で
、
麦
飯
は
そ
の
代
表
で
あ
り
、
筆
者
も
小
学
生
時
代
の
記
憶
に
あ
る
。

か
て
の
入
ら
な
い
飯
は
会
津
地
方
で
は
、「
無
糧
之
飯
」
と
呼
ば
れ
、
正

月
三
ケ
日
な
ど
晴
れ
の
日
の
食
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
農
法
の
風
俗
帳
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
会
津
農
書
』
は
、
積
雪
寒
冷
地
の
会
津
地
方
の
農
法
を
体
系
的
に
著

述
し
て
い
る
。
下
巻
は
当
時
の
農
民
生
活
、
す
な
わ
ち
民
俗
に
関
す
る
記

述
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
近
世
初
期
の
会
津
地
方
の
民
俗
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
一
例
に
、「
里
郷
と
山
郷
食
物
助
成
」・「
粮
菜
作
考
」・「
粮
菜
貯
」

の
三
項
の
記
載
が
あ
る
。
特
に
、「
食
物
助
成
」
と
い
う
記
述
は
、
現
代

で
い
う
助
成
と
い
う
意
味
で
な
く
、『
会
津
農
書
』
の
著
者
佐
瀬
与
次
右

衛
門
が
農
法
の
一
環
と
し
て
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
当
時
の
会
津
地
方
に
お
け
る
「
糧
物
」
の
種
類
や
保
存
法
な
ど
詳
細

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
飢
饉
年
」
に
備
え
て
の
指
導
の
観
念
も
あ
る

が
、
米
や
麦
・
大
豆
等
の
主
穀
類
を
年
貢
と
し
て
納
税
し
、
い
か
に
主
穀

を
節
約
し
、
平
均
的
な
作
物
栽
培
と
粮
菜
に
よ
る
食
糧
確
保
と
い
う
農
法

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
か
に
安
定
し
た
農
家
経
営
を
行
っ
て
い
く
か
。

そ
し
て
限
ら
れ
た
少
な
い
田
畑
で
作
物
栽
培
を
行
う
か
と
い
う
観
念
に
立

っ
て
み
る
と
、
粮
菜
作
お
よ
び
粮
菜
貯
は
大
事
な
農
業
経
営
の
一
環
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

農
書
は
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
三
）
を
境
に
各
地
に
数
多
く
著

述
さ
れ
て
い
る
。
当
時
自
立
し
た
ば
か
り
の
小
農
民
技
術
の
体
系
書
と
い

う
位
置
付
け
る
説
も
あ
る
。『
会
津
農
書
』
の
粮
菜
作
・
粮
菜
貯
の
記
載

は
、
在
地
農
法
の
一
環
と
し
て
大
切
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
粮
菜
に
関
す
る
記
載
は
、『
会
津
農
書
』
と
同

年
代
に
著
述
さ
れ
た
と
す
る
東
海
地
方
の
農
書
『
百
姓
伝
記
』
や
越
中
の

農
書
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
宮
永
正
運
著
の
『
私
家
農
業
談
』、『
農
業

全
書
』
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
は
、『
会
津
農
書
』
下
巻
お
よ
び
『
会
津
歌
農
書
』・『
会
津
農
書
』

附
録
記
載
の
粮
菜
作
・
粮
菜
貯
を
基
軸
に
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
お

よ
び
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
会
津
地
方
の
風
俗
書
上
帳
等
の
記
述
か

ら
、
在
地
農
法
と
の
関
連
性
を
導
き
だ
し
、
在
地
農
法
の
一
環
と
し
て
の
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「
食
物
助
成
」
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
と
し
た
い
。
そ
の
分

析
・
考
察
の
方
法
と
し
て
、『
会
津
農
書
』
は
じ
め
他
地
方
の
農
書
や
風

俗
帳
等
に
記
載
さ
れ
た
資
料
を
羅
列
す
る
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
・
照
合

し
、
分
析
を
行
っ
た
。
農
書
か
ら
見
る
糧
物
の
既
往
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
本
稿
が
そ
の
先
駆
け
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

一　

�

農
書
に
記
載
さ
れ
た
「
糧
物
」・「
粮
菜
」
と�

『
会
津
農
書
』

　

農
書
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
自
立
し
た
ば
か
り
の
小
農
民
（
近
世
本
百

姓
）
た
ち
が
安
定
し
て
農
業
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
上
層
農
民
や
下
級
武
士

た
ち
に
よ
り
著
述
さ
れ
た
農
業
技
術
書
で
あ
る
。
わ
が
国
の
農
書
の
代
表

と
さ
れ
る
宮
崎
安
貞
の
『
農
業
全
書
』
が
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
に

著
述
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を
範
と
し
て
各
地
に
、
各
地
の
自
然
に
即
し
た
農

法
を
記
載
し
た
農
書
が
出
現
す
る
。

　

会
津
藩
で
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
検
地
に
よ
り
多
く
の
小
農
民

が
自
立
し
、
小
農
民
家
族
に
よ
る
農
業
経
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

近
世
村
落
の
形
成
で
あ
る
。
若
松
城
下
に
隣
接
す
る
幕
内
の
肝
煎
佐
瀬
与

次
右
衛
門
は
、
こ
う
し
た
小
農
民
た
ち
が
安
定
し
て
農
業
が
行
え
る
よ
う

に
と
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
『
会
津
農
書
』
を
著
述
し
た
。『
農

業
全
書
』
よ
り
一
三
年
も
早
い
、
古
典
的
価
値
を
有
す
る
農
書
で
あ
る
。

　

農
書
が
出
現
す
る
時
代
は
、
石
高
制
を
基
本
政
策
と
す
る
幕
藩
体
制
が

確
立
す
る
時
期
で
も
あ
る
。
米
や
麦
・
大
豆
な
ど
の
主
穀
物
は
年
貢
と
し

て
供
出
し
、
農
民
た
ち
は
粟
や
稗
・
蕎
麦
な
ど
の
雑
穀
を
主
食
と
す
る
食

生
活
で
あ
っ
た
。
年
貢
の
余
剰
分
は
、
塩
や
衣
類
・
農
具
や
肥
料
等
の
生

活
費
に
充
て
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
農
民
た
ち
は
限
ら
れ
た
土
地
で

農
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
、
食
糧
確
保
に
は
限
度
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

山
野
か
ら
食
糧
を
採
取
す
る
こ
と
も
余
儀
な
く
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
『
会
津
農
書
』
で
い
う
「
粮
菜
」
で
あ
り
、
粮
菜
を
採
取
す
る
こ
と
を
、

「
家
あ
さ
り

菜な

す
る
」
と
い
う
農
語
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
他

地
方
の
農
書
に
は
「
糧
物
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
天
明
三
年
（
一
七
八

三
）
の
天
明
の
飢
饉
以
後
の
記
載
が
多
い
。
米
沢
藩
の
『
か
て
も
の
』
は

そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
越
中
砺
波
地
方
の
農
書
『
私
家
農
業
談
』

の
よ
う
に
農
書
に
記
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
天
明
飢
饉
以
前
の
農
書
で

は
、
東
海
地
方
の
『
百
姓
伝
記
』
が
あ
り
、
宮
崎
安
貞
の
『
農
業
全
書
』

に
も
「
糧
物
」
の
記
載
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
家
生
活
や
農
業
経
営

の
中
で
の
糧
物
の
必
要
性
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

農
書
と
い
う
小
農
民
た
ち
へ
の
指
導
書
に
、
農
法
の
一
環
と
し
て
『
会

津
農
書
』
に
は
、「
粮
菜
作
」
お
よ
び
「
粮
菜
貯
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

著
者
佐
瀬
与
次
右
衛
門
は
こ
れ
を
「
食
物
助
成
」
と
い
う
表
記
で
指
導
し

て
い
る
。
農
書
記
載
の
「
糧
物
」
お
よ
び
「
粮
菜
」
に
関
す
る
研
究
は
、

管
見
の
限
り
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
粮
菜
」
と
い
う
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表
記
は
、『
会
津
農
書
』
の
み
で
あ
る
。『
会
津
農
書
』
著
述
当
時
、
農
民

た
ち
は
ど
の
よ
う
な
食
生
活
を
送
り
、
ど
の
よ
う
に
粮
菜
を
採
取
し
、
食

し
て
き
た
か
を
示
す
資
料
と
し
て
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
風
俗
帳
の

記
載
が
あ
る
。
当
時
の
農
民
た
ち
の
粮
菜
を
め
ぐ
る
実
態
を
垣
間
見
る
こ

と
が
き
る
。

　
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
粮
菜
作
考
」・「
粮
菜
貯
」
と
「
里
郷
と
山
郷

食
物
助
成
」
の
記
載
と
、
近
世
の
風
俗
帳
の
粮
菜
の
記
載
と
を
照
合
し
、

在
地
農
法
の
一
環
と
し
て
の
「
食
物
助
成
」
の
存
在
を
位
置
付
け
る
の
が
、

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
併
せ
て
、
粮
菜
を
め
ぐ
る
民
俗
が
会
津
地
方
の
民

俗
に
、
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
き
た
か
を
、
民
俗
学
研
究
か
ら
参
考
資

料
と
し
て
提
示
し
た
い
。

二　
『
会
津
農
書
』
に
み
る
「
粮
菜
」

1
　『
会
津
農
書
』
と
粮
菜

　
『
会
津
農
書
』
に
は
「
粮
菜
」・「
糧
菜
」
や
「
か
て
菜
」
な
ど
の
表
記

が
見
ら
れ
る
。
そ
の
下
巻
に
は
、「
粮
菜
作
考
」
と
「
粮
菜
貯
」
と
い
う

記
載
が
あ
り
、
当
時
ど
の
よ
う
な
「
粮
菜
」
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
加
工
・
保
存
し
食
べ
た
か
、
ど
の
よ
う
に
貯
え
た
か
を
記
載
し
て
い
（
（
（
る
。

2
　
食
物
助
成
と
粮
菜

　

数
多
く
あ
る
農
書
の
中
で
、
管
見
の
限
り
で
は
「
食
物
助
成
」
と
い
う

記
述
は
『
会
津
農
書
』
の
み
で
あ
ろ
う
。「
さ
ゑ
ん
糧
」
と
し
て
大
根

菜
・
芋
の
茎
・
糧
麦
・
大
豆
の
葉
な
ど
を
記
述
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
の

栽
培
法
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

与
次
右
衛
門
は
、「
粮
菜
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
、『
会
津
農
書
』
下
巻

に
平
野
部
と
山
間
部
に
お
い
て
、
季
節
ご
と
の
栽
培
や
採
取
法
に
つ
い
て

記
載
し
て
い
る
。
粮
菜
作
が
芋
や
麦
・
粟
等
栽
培
の
農
法
の
一
環
と
し
て

記
載
し
て
お
り
、「
食
物
助
成
」
が
現
在
一
般
的
に
言
わ
れ
る
「
助
成
」

と
い
う
意
で
な
く
食
糧
確
保
と
い
う
意
で
あ
る
。
単
な
る
食
物
補
助
で
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

里
郷
と
山
郷
食
物
助
成

　

里
郷
に
て
ハ
大
麦
、
芋
を
専
一
に
作
へ
し
。
麦
ハ
蒔
に
も
作
毛
の
中
へ

蒔
、
春
も
麦
の
中
へ
品
々
の
物
を
作
る
な
れ
ハ
、
地
も
不
費
、
誠
ニ
夏
作

毛
に
て
五
七（
マ
マ
）六

月
米
不
足
の
補
ひ
に
成
て
よ
り
、
芋
ハ
夫
食
に
し
て
益
深

し
。
山
郷
ハ
粟
、
麦
、
芋
を
多
く
作
へ
し
。
粟
ハ
刈（
焼
畑
）

野
畑
に
蒔
か
さ
れ
ば

手
間
次
第
ニ
何
程
も
作
る
。
飢
饉
年
に
ハ
山
所
の
食
物
に
片
葉
の
根
、

草ト
コ
ロ薢

、
蕨
の
根
、
葛
ノ
根
、
橡（
栃
）実

ヌ
ハ
し
た
ミ
、
な
ら
の
ミ
、
或
は
篠
の

実
、
百
合
等
を
用
へ
し
。
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こ
の
記
載
で
は
、「
飢
饉
年
に
ハ
山
所
の
食
物
」
と
あ
る
が
、「
片
葉
」

（
カ
タ
ク
リ
）
の
根
、「
蕨
」
の
根
、「
葛
」
の
根
な
ど
は
、
昭
和
二
十
年

代
ま
で
南
会
津
地
方
で
も
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
た
糧
で
あ
る
。「
草
薢
」

い
わ
ゆ
る
「
野
老
」（
ヤ
マ
イ
モ
科
の
多
年
生
蔓
草
）
は
、
そ
の
調
理
法
は

会
津
地
方
で
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
相
馬
地
方
の
記
録
で
は
灰
汁
で
ゆ
び

き
ア
ク
を
抜
い
て
食
べ
る
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。
会
津
地

方
の
野
老
芋
の
食
法
を
推
測
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
木
の
実
で
は
、
栃
の

実
や
楢
の
実
の
外
、「
し
た
ミ
」（
コ
ナ
ラ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
の
実
、
ド
ン
グ
リ
）

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
し
た
ミ
」
は
、
ア
ク
抜
き
し
た
後
、
粥
に
し
て

食
べ
た
と
貞
享
二
年
の
風
俗
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
只
見
地
方
で
は
、

シ
ダ
ミ
を
入
れ
て
搗
い
た
シ
ダ
ミ
餅
を
昭
和
二
十
年
代
ま
で
よ
く
食
べ
た

と
い
う
（
後
述
）。

3
　
粮
菜
の
確
保

　
「
糧
の
補
ひ
」
と
し
て
麦
の
栽
培
が
、『
会
津
歌
農
書
』
の
上
之
本
の

「
麦
田
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

湿
さ
ゝ
て
や
ハ
ら
か
む
き
の
真
土
田
に

　
　
　
　
　
　

麦
を
ハ
蒔ま
け

と
称と
な

へ
置
け
り

麦
を
田
へ
作
れ
ハ
稲
に
さ
ハ
れ
と
も

　
　
　
　
　
　

夏
の
乏
し
き
粮か
て

の
補お
ぎ
なひ

　
『
会
津
農
書
』
上
巻
に
は
「
麦
田
」
の
記
載
が
あ
り
、
貞
享
元
年
（
一

六
八
四
）
当
時
、
水
田
に
麦
を
栽
培
す
る
農
法
が
記
さ
れ
て
お
り
、
糧
と

し
て
水
田
に
麦
を
作
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
の
「
秋
彼
岸
」
に
は
、「
粮
麦
」
を
蒔

く
と
あ
る
。

う
れ
し
や
な
秋
の
ひ
が
ん
に
早
成
て

　
　
　
　
　
　

又
来
る
夏
の
粮
麦
を
ま
く

　

芋
は
「
夫
食
に
し
て
益
深
し
」
と
あ
る
が
、
茎
は
「
芋

（
い
も
が
ら
）
柄
」
と
呼
び

乾
燥
し
て
食
べ
て
い
た
こ
と
が
、『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
農
人
郷
談　

畑
之
部
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
芋
柄
」
は
現
在
も
煮
物
や
汁
の
実
と

し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
乾
燥
し
た
「
芋
柄
」
が
主
で
あ
る
。

★
イ
モ
カ
ラ

、
芋
ノ
茎
、
又
イ
モ
ジ
ト
云
、
中
ノ
白
キ
茎
ヲ
ズ
イ
キ
ト
云
。

　
『
会
津
歌
農
書
』
中
之
本
の
「
芋
発（

を

時こ
す
）節　

附
郷
談
」
に
も
、「
い
も

じ
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
一
句
が
あ
る
。
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い
も
じ
と
ハ
芋
の
茎く
き

な
り
又
称と
な

へ

　
　
　
　
　
　

い（
何

つ方
）

か
た
に
て
も
い
も
か
ら
と
い
ふ

　
『
会
津
歌
農
書
』
下
之
末
の
「
糧か

て

菜な　

附
郷
談
」
に
は
、「
芋
の
生
茎
」

が
「
さ
ゑ
ん
糧
」、
そ
れ
も
「
欠
代
」
に
も
な
る
と
あ
る
。

さ
ゑ
ん
糧
芋い
も

の
生な
ま

茎く
き

大
豆
の
葉
も

　
　
　
　
　
　

な
き
に
ハ
ま
さ
る
事
の
欠か
き

代し
ろ

　
「
糧
」
の
確
保
に
は
麦
の
み
で
な
く
、
稲
作
は
収
穫
量
の
多
い
晩
稲
を

主
に
植
え
る
が
、「
糧
米
」
の
確
保
に
早
稲
を
栽
培
す
る
こ
と
を
与
次
右

衛
門
は
指
導
し
て
い
る
。
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
写
『
会
津
農
書
』
下

巻
の
「
早
稲
作
考
」
で
あ
（
（
（
る
。

　

早
稲
は
晩
稲
ゟ
取
斛
三
和
利
位
も
鮮ス
ク
ナシ
。
養
も
り
ん
じ
に
て
二
品
の
損

あ
り
。
晩
稲
実
迄
の
糧
（
イ
ヤ
ウ
）米

考
て
少
シ
作
べ
し
。

　

山
間
部
で
は
、
粟
を
多
く
作
る
が
、「
刈
野
畑
」
す
な
わ
ち
焼
畑
に
蒔

け
ば
手
間
も
か
か
ら
ず
、
有
益
だ
と
記
載
し
て
い
る
。

　

与
次
右
衛
門
は
、
多
雨
ま
た
は
旱
魃
の
年
に
備
え
、
常
に
「
粮
米
粮

菜
」
を
貯
え
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
、
寛
延
元
年
写
『
会
津
農

書
』
下
巻
の
「
雨ア
メ
フ
リ旱

作
毛
山
郷
与
巴

里
郷
蚤

考
」
に
記
載
し
て
い
る
。

　

惣
而
山
郷
は
畠
多
し
。
畠
の
多
所
第
一
冝
敷
ゆ
へ
に
郡
中
諸
穀
葉
蔬
共

に
沢
山
也
。
水
旱
の
と
し
を
能
考
て
、
粮
米
粮
葉
の
心
か
け
肝
要
也
。

　

稗
は
雨
に
も
旱
魃
に
も
余
り
影
響
さ
れ
な
い
作
物
で
あ
る
の
で
、
飢
歳

に
備
え
て
作
る
こ
と
を
、
与
次
右
衛
門
は
『
会
津
農
書
附
録
』
六
に
記
載

し
て
い
る
。

　

老
人
の
曰
、
粟
ハ
永
雨
に
も
永
旱
天
に
も
違
ひ
安
し
。
ひ
え
ハ
水
旱
に

粟
程
ハ
ま
け
ぬ
物
也
。
た
と
へ
当
分
の
益
に
な
ら
す
共
、
山
家
の
畑
所
に

て
ハ
飢
歳
の
た
め
に
稗
を
少
宛
ハ
作
り
て
よ
し
。

　
『
会
津
歌
農
書
』
中
之
末
に
も
粟
の
品
種
を
述
べ
る
中
で
、
山
間
の
水

田
の
な
い
地
域
で
は
、
粟
を
多
く
作
り
食
糧
に
す
る
こ
と
を
指
導
し
て
い

る
。

あ
ハ
草
に
よ
り
て
不
作
の
年
も
有
り

　
　
　
　
　
　

一
色
作
り
す
る
な
あ
や
う
し

田
方
な
き
山
郷
に
て
ハ
ひ
と
す
じ
に

　
　
　
　
　
　

あ
ハ
を
作
り
て
夫
食
と
ぞ
す
る
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三　
『
会
津
歌
農
書
』
に
み
る
「
粮
菜
」
の
種
類

1
　
粮
菜
の
種
類

　
『
会
津
歌
農
書
』
下
之
末
の
「
糧
菜　

附
郷
談
」
の
記
載
に
は
、「
粮

菜
」
の
種
類
を
「
さ
ゑ
ん
粮
」・「
野
粮
」・「
山
糧
」・「
木
の
葉
粮
」
と
採

取
す
る
場
所
か
ら
分
類
し
て
い
る
。
山
で
「
糧
」
を
採
取
す
る
こ
と
を
、

「
家
あ
さ
り

菜
す
る
」
と
言
う
と
記
載
し
て
い
る
。『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
粮

菜
作
考
」・「
粮
菜
貯
」
と
も
重
複
す
る
記
載
も
あ
る
が
、
全
体
を
把
握
す

る
に
は
、
好
資
料
と
い
え
る
の
で
引
用
し
た
い
。

　
　
　

糧か
て

菜な　

附
郷
談

何
よ
り
も
益
あ
る
か（
糧
）で
ぞ
つ
ね
に
た
ゝ

　
　
　
　
　
　

蕪
菜
を
ひ（
控
）か

へ
作
れ
大
根

大
根
ハ
粮か
て

に
用
る
益
よ
り
も

　
　
　
　
　
　

い
つ
作
り
て
も
違
ハ
ぬ
か
よ
し

粮
な
く
て
家
あ
さ
り

菜な

す
れ
ハ
つ（
費
）い
え
有

　
　
　
　
　
　

兼
て
古
菜
を
た（
保
）も

ち
置
へ
し

園そ
の

へ
出
山
に
登
り
て
糧か
て

つ
む
を

　
　
　
　
　
　

家
あ
さ
り

菜な

す
る
と
是
を
い
ふ
な
り

さ
ゑ
ん
粮
な
す
び
夕
顔
さ
ゝ
け
の
葉

　
　
　
　
　
　

此
三
品
を
ハ
常
に
も
ち
ゆ
れ

さ
ゑ
ん
糧
芋い
も

の
生な
ま

茎く
き

大
豆
の
葉
も

　
　
　
　
　
　

な
き
に
ハ
ま
さ
る
事
欠か
き

代し
ろ

野
糧
に
は
ぐ
ち
な
車
（
お
お
ば
こ
）
前
女（
お
み
な
え
し
）

郎
花

　
　
　
　
　
　

い
た
と
り
の
葉
も
用
ひ
こ
そ
す
れ

野
粮
に
は
あ（

油

菜

）

ふ
ら
な
と
ち
な
陸お
か

ぐ
ぢ
な

　
　
　
　
　
　

小（
あ
ざ
み
）薊を

も
用
る
そ
か
し

山
糧
ハ
う
る
い
水
菜
に
と（

栃

榧

栗

）

つ
か
ゝ
り

　
　
　
　
　
　

片か
た

葉
の
根ね

ま
で
い
つ
も
取
也

山
糧
は
わ
ら
び
せ（
ぜ
）ん
ま
い
蕗
（
ふ
き
）の
茎
（
く
き
）

　
　
　
　
　
　

や
ま
莇
ま
で
猶
能
そ
か
し

木
の
葉
粮
さ
る
葉
藤
の
葉
山
う
つ
き（
ぎ
）

　
　
　
　
　
　

小
ま
ゆ
み
と
も
に
嫌
ふ
も
の
な
し

桑
う
る
し
榎
（
ゑ
の
き
）つ（
槻
）き

の
木
こ
の
木
の
葉

　
　
　
　
　
　

時
に
よ
り
て
そ
粮
の
欠
代

2
　
さ
ゑ
ん
粮

　
「
さ
ゑ
ん
粮
」
は
、「
菜
園
」
で
寛
延
元
年
写
の
『
会
津
農
書
』
下
巻

「
農
人
郷
談
」
で
は
、「
垣
か
こ
ひ
の
内
に
品
々
の
菜
を
作
る
。」
と
あ
る
。

大
根
・
蕪
・
芋
・
な
す
び
・
夕
顔
・
さ
さ
げ
の
葉
な
ど
、
畑
で
と
れ
る
も

の
の
葉
や
茎
な
ど
で
あ
る
。
特
に
、
大
根
・
蕪
は
、
主
要
な
「
さ
ゑ
ん
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粮
」
で
あ
る
。「
粮
菜
」
と
呼
ば
れ
る
由
以
で
あ
ろ
う
。

　

大
根
や
蕪
の
葉
を
編
ん
で
干
し
た
も
の
が
、「
編
菜
」
で
あ
る
。
寛
延

元
年
写
『
会
津
農
書
』
下
巻
に
は
、「
編あ
み

菜ナ　

秋
蕪
戎ナ

を
あ
ミ
て
乾
。
又

干
葉
共
中ツ
ク
サ

菜ナ

ト
モ
云
。」
と
あ
る
。「
編
菜
」
は
、「
さ
ゑ
ん
粮
」
の
代
表

的
な
存
在
で
あ
る
。

四　
『
会
津
農
書
』
に
み
る
粮
菜
作

1
　
粮
菜
作

　
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
粮
菜
作
考
」
に
は
「
あ
ミ
な
」
と
し
て
の
蕪

戎
と
大
根
の
栽
培
に
つ
い
て
記
載
し
て
お
り
、
後
半
部
は
、「
野
粮
」
と

「
山
粮
」
に
つ
い
て
、
そ
の
植
物
名
を
記
載
し
て
い
る
。

　

蕪
戎
を
蒔
ハ
八
日
蒔
と
云
て
六
月
土
用
明
キ
八
日
目
な
り
。
夫
ゟ
十
日

蒔
、
十
二
日
蒔
、
二
八
日
蒔
を
用
る
。
あ
ミ
な
ハ
八
月
節
迄
蒔
、
然
ハ
蒔

日
数
都
テ
廿
四
日
、
其
内
水
旱
な
れ
不
宜
。
大
根
ハ
水
旱
に
も
不
違
、
殊

に
半
夏
前
夏
蒔
ゟ
八
月
節
迄
日
数
七
十
日
余
の
間
也
。
仮
令
水
旱
た
り
と

も
、
何
れ
其
間
に
ハ
宜
キ
大
根
有
。
菜
は
大
根
大
根
当
分
に
作
る
な
ら
ハ
、

菜
粮
の
不
足
成
事
ハ
な
し
。
若
、
菜
大
根
不
足
な
ら
ハ
山
所
の
菜
蔬
に
ハ

女
郎
花
、
と
ち
な
、
み
づ
な
、
蕗
、
か
へ
る
は
本
名
車

前
草

、
う
る
い
、
虎イ
タ

杖ド
リ

、
岡

ぐ
ち
な
本
名
蒲

公
英

、
又
ふ
ぢ
な
、
蕨
、
く
ち
な
本
名
苦

草
埜

、
繁ハ
コ
ベ蔞
、
狗
脊
、
木
葉
粮
に

ハ
さ
る
葉
、
大
梓マ

ユ
ミ、

小
梓
の
葉
、
ま
々
こ
、
山
漆
の
葉
、
山
揚ウ
ツ
キ盧

葉
、

藤
の
葉
、
檟
の
葉
等
ほ
し
置
へ
し
。
畑
作
毛
の
粮
菜
に
ハ
小
豆
葉
、
豇
豆

の
葉
、
芋
の
茎
、
茄
子
、
胡ユ
ウ
カ
ホ盧
、
大
角
豆
よ
し
。

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
植
物
名
で
、
今
日
で
は
食
物
と
し
て
の
調
理
法
は
、

ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、「
か
え
る
は
本
名
車
前
草
」

や
「
岡
ぐ
ち
な
本
名
蒲
公
英
」、「
虎
杖
」
等
で
あ
る
。「
虎
杖
」
は
、
芽

や
茎
を
食
用
に
す
る
。

　

会
津
か
ら
東
方
へ
約
一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
相
馬
地
方
の
『
か

て
物
考
』
に
は
、『
会
津
農
書
』
記
載
の
植
物
名
と
一
致
す
る
記
載
も
あ

り
、
調
理
法
や
食
法
を
推
測
で
き
る
記
述
も
み
ら
れ
る
の
で
、
長
文
と
な

る
が
引
用
し
た
い
。

2
　
相
馬
地
方
の
糧
物

　

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
相
馬
中
村
藩
領
内
で
誌
さ
れ
た
『
か
て
物

考
』
に
は
、
様
々
な
「
糧
物
」
の
名
称
と
、
そ
の
加
工
・
調
理
法
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
相
馬
地
方
に
お
け
る
飢
饉
時
の
「
糧
物
」
と
調
理
法
を
知

る
こ
と
が
で
き
（
（
（
る
。
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
、「
東
奥
中
邑
（
村
）
侍
医
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
藩
の
医
師
と
み
ら
れ
る
。『
会
津
農
書
』
下
巻
の

「
粮
菜
作
考
」
や
「
粮
菜
貯
」・「
里
郷
と
山
郷
食
物
助
成
」
に
記
載
さ
れ

た
「
粮
菜
」
の
植
物
と
直
接
結
び
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
加
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工
・
食
法
を
知
り
得
る
資
料
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
二
、
三
参
考
と

し
て
列
挙
し
た
い
。

　

一
薇�　

製
法
灰
水
に
一
夜
を
は
し
、
糧
物
と
な
す
、
又
二
月
三
月
八
月

九
月
の
比
根
を
掘
洗
ひ
浄
め
、
杵
を
も
て
よ
く
た
た
ゝ
き
、
桶
に

入
水
を
入
れ
て
入
れ
て
よ
く
も
ミ
、
取
土
て
ま
た
た
ゝ
き
、
又
其

桶
に
入
て
よ
く
も
ミ
黒
く
筋
立
た
る
も
の
を
取
去
り
、
桶
の
水
を

か
き
立
て
、
布
に
て
こ
し
滓
を
去
沈
め
置
バ
粉
ハ
桶
の
底
に
溜
る
、

其
溜
た
る
を
幾
度
も
前
の
如
く
す
れ
ば
真
白
に
な
る
、
是
を
水
漉

製
と
言
ふ
、
其
粉
を
取
上
灰
の
上
へ
紙
か
莚
か
を
敷
て
上
置
て
水

気
を
ぬ
き
、
干
揚
て
米
の
粉
か
麦
の
粉
杯
に
ま
じ
へ
、
糧
物
と
な

す
べ
し
、
わ
ら
び
の
粉
ば
か
り
ハ
食
す
べ
か
ら
ず
。

　

一
蕨�　

製
法
用
方
わ
ら
び
と
同
じ
、
又
ゆ
び
き
干
揚
て
貯
ふ
べ
し
、
干

に
は
灰
を
か
う
ミ
て
干
べ
し
。

　

一
葛�　

嫩
芽
を
取
、
ゆ
び
き
糧
物
と
な
す
。
又
根
を
掘
粉
と
な
す
、
粉

の
製
法
薇
に
同
じ
、

　

一
萆
解�　

蕷
に
同
じ
く
（
二
月
三
月
九
月
十
月
の
間
）
堀
取
べ
し
、
細

に
き
ざ
ミ
灰
水
に
て
ゆ
び
き
流
に
二
夜
程
さ
ハ
し
苦
味
を
去
食

べ
し
、
老
人
或
ハ
病
後
の
人
食
ふ
べ
か
ら
ず
、

　

一
虎
杖　

わ
か
葉
を
ゆ
び
き
米
か
麦
粉
に
ま
じ
へ
糧
と
な
す
、

　

一
蒲
公
英　

ゆ
び
き
糧
物
と
な
す
、

　

一
苦
笑　

ゆ
び
き
糧
物
と
な
す
、

　

一
車
前
草　

ゆ
び
き
糧
物
と
な
す
、
わ
ら
び
こ
に
食
合
す
べ
か
ら
ず
、

　

一
地
膚　

葉
を
ゆ
び
き
食
ふ
、
糧
物
と
す
、

　

一
土
当
帰　

わ
か
苗
を
ゆ
び
き
食
ふ
、

　

一
百
合　

若
苗
根
と
も
食
ふ

　
　
　
　
　

‌�

秋
掘
と
り
洗
ひ
ゆ
で
ゝ
干
寒
中
の
水
に
漬
置
春
に
至
り
て
又

干
臼
に
て
搗
粉
に
し
て
囲
ふ

　

飢
饉
に
お
け
る
「
糧
物
」
の
書
と
し
て
は
、
米
沢
藩
領
内
で
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
に
著
述
さ
れ
た
『
か
て
も
の
』
が
有
名
で
あ
る
が
、
相
馬

中
村
藩
領
で
著
述
さ
れ
た
『
か
て
物
考
』
は
、
こ
れ
ま
で
広
く
知
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
特
に
、
加
工
・
調
理
の
方
法
は
じ
め
、
当
時
の
相
馬
地
方

の
植
物
の
呼
称
を
知
り
得
る
資
料
で
あ
る
。『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
里

郷
と
山
郷
食
物
助
成
」
に
記
載
さ
れ
た
植
物
名
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
調
理
法
も
把
握
で
き
る
。

3
　
菜
園
粮
菜

　
『
会
津
農
書
』
記
載
の
粮
菜
と
し
て
、「
さ
ゑ
ん
糧
」
の
作
り
方
が
詳
し

く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
加
工
と
し
て
「
編
菜
」
の
製
作
方
法
が
あ
る

点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
大
根
と
蕪
の
栽
培
法
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

　
「
粮
菜
」
と
し
て
確
実
に
蕪
や
大
根
を
採
る
た
め
の
栽
培
に
つ
い
て
、
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『
会
津
農
書
附
録
』
六
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

老
人
の
曰
、
蕪
戎
ハ
其
年
の
天
気
相
に
随
て
丸
不
作
に
成
事
度
々
あ
り
、

大
根
ハ
丸
に
違
ふ
事
な
し
。
是
に
依
て
蕪
根
を
用
る
早
蒔
の
な
を
は
大
根

種
と
な
た
ね
を
等
分
に
打
ま
せ
て
ま
け
は
、
な
ハ
不
作
し
て
も
大
根
よ
ろ

し
き
ま
ゝ
、
粮
な
に
飢
さ
る
と
謂
て
作
者
爰
か
し
こ
に
あ
り
。

　

愚
曰
、
農
書
本
文
に
記
し
置
こ
と
く
、
な
と
大
こ
ん
当
分
に
作
る
な
れ

は
粮
な
不
足
な
し
。
扨
畑
を
わ
け
て
な
と
大
根
等
分
に
作
る
も
、
又
種
子

を
当
分
に
打
ま
せ
て
ま
く
も
同
意
也
。（
以
下
略
）

　
『
会
津
歌
農
書
』
中
之
末
「
菜な

摘つ
ミ

」
は
、「
あ
ミ
な
」
を
摘
む
時
期
と
作

業
を
詠
ん
で
い
る
。

葉
の
枯
て
上
ら
ぬ
時
に
あ
ミ
な
こ
そ

　
　
　
　
　
　

程
を
見
合
つ
ミ
た
る
が
よ
し

ふ
ら
ず
共
雪
の
か
ゝ
る
と
心
が
け

　
　
　
　
　
　

あ
ミ
な
を
先
に
つ
ミ
て
取
べ
し

つ
ミ
後
れ
あ
ミ
な
に
雪
を
か
け
ぬ
れ
バ

　
　
　
　
　
　

常
ゟ
か（
山
嵩
）さ
が
を（
劣
）と
り
こ
そ
す
れ

お
ほ
根
を
バ
あ
と
へ
廻
し
て
引
が
よ
し

　
　
　
　
　
　

摘
取
間
に
も
そ
だ
つ
物
な
り

牛
房
こ
そ
堀
取
内
も
先
だ
ち
に

　
　
　
　
　
　

覆
を
か
け
て
日
あ
て
ぬ
が
よ
し

　

蕪
や
大
根
の
不
作
は
、
編
菜
は
じ
め
粮
菜
貯
に
も
大
き
く
影
響
す
る
。

『
会
津
農
書
附
録
』
四
の
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
記
載
は
、
編
菜

不
足
か
ら
「
山
粮
」
を
だ
い
ぶ
取
っ
た
と
あ
る
。

一
、　‌�

八
日
蒔
の
菜
大
不
作
、
伹
旱
魃
に
あ
ひ
、
其
上
秋
大
こ
ん
ふ
さ
く

也
。

一
、　‌�

春
ゟ
夏
迄
飢
饉
。
米
の
値
段
壱
分
ニ
弐
斗
弐
升
五
合
迄
、
五
月
半

ゟ
弐
斗
四
五
升
直
、
惣
て
物
の
直
高
し
。
編
菜
不
足
故
に
山
粮
を

大
分
に
取
也
。

　

与
次
右
衛
門
は
、「
粮
菜
」
が
不
足
す
る
年
は
秋
の
う
ち
に
、
大
釜
で

蕪
や
大
根
の
葉
を
ゆ
で
干
し
備
え
る
よ
う
に
と
、『
会
津
農
書
附
録
』
六

に
記
載
し
て
い
る
。

　

老
人
の
曰
、
粮
菜
不
足
成
年
の
た
め
に
あ
ミ
な
を
長
く
持
置
に
ハ
、
大

釜
に
て
湯
を
わ
か
し
、
其
に
へ
湯
の
中
へ
連
の
ま
ゝ
に
て
押
ひ
た
し
、
扨

取
上
て
或
ハ
軒
の
下
な
と
に
つ
る
し
置
ハ
、
幾
年
過
て
も
虫
も
く
ハ
す
、

其
年
の
新
あ
ミ
な
の
こ
と
く
に
し
て
よ
し
。
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4
　
野
粮
作

　
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
屋
敷
内
樹
木
」
に
は
、
屋
敷
内
の
樹
木
の
枝

を
横
に
延
び
る
よ
う
に
し
、
そ
こ
に
編
菜
を
掛
け
干
す
よ
う
に
記
載
し
て

い
る
。

　

与
次
右
衛
門
は
、
編
菜
干
し
、
ま
た
は
生
垣
の
ウ
コ
ギ
の
葉
採
取
か
ら

食
法
に
す
る
た
め
の
農
家
の
屋
敷
構
え
ま
で
『
会
津
農
書
』
に
記
載
し
、

農
家
経
営
の
安
定
を
指
導
し
て
お
り
、
粮
菜
作
・
粮
菜
貯
え
に
よ
る
「
食

物
助
成
」
は
、
農
法
の
一
環
と
し
て
記
載
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　

屋
敷
内
樹
木

　

樹
木
に
ハ
槻
、
柳
の
類
を
除
て
、
栗
、
柿
、
胡
桃
、
梨
子
、
林
檎
等
、

葉
の
生
る
木
を
植
へ
し
。
第
一
用
て
宜
ハ
桿シ
ナ

柿か
き
是
ハ
し
ぶ
柿
と
云
、

又
大
豆
柿
と
云

。
扨
木
の
枝
ふ

り
拵
様
有
。
小
き
時
幹シ
ン

〈
ミ
キ
〉
を
留
め
、
或
は
枝
を
鈄ユ
ガ
メ、

四
方
へ
蔓
る

様
に
す
へ
し
。
編
名（
菜
）、

大
豆
も
葉
懸
テ
、
あ
ミ
物
の
類
懸
る
に
も
よ
し
。

屋
敷
廻
り
の
生
（
い
け
が
き
）
牆
に
ハ
桑
柄
、
栬
、
五
加
葉
杯
植
へ
し
。
土
堤
の
内
の

方
に
ハ
蘘
荷
、
車
前
草
、
酸
漿
、
韮
、
芙ミ

ツ

バ
蓉
葉
、
款
（
ふ
き
）
冬
、
紫
蘇
、
蒴
蓼

〈
ソ
ク
ツ
〉
植
て
よ
し
。
土
手
の
外
ニ
ハ
白
芥
子
を
蒔
て
よ
し
。

　

軒
の
下
に
ハ
苕
草
〈
ハ
ゝ
キ
ク
サ
〉
を
可
作
。

　

こ
の
記
載
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
屋
敷
廻
り
の
生
垣
に
、「
五

加
葉
」
な
ど
食
べ
ら
れ
る
植
物
を
植
え
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。
ウ
コ

ギ
は
、
米
沢
藩
主
上
杉
鷹
山
公
が
飢
饉
後
に
生
垣
に
植
栽
さ
せ
て
、
そ
の

葉
を
食
べ
る
よ
う
に
奨
励
し
た
こ
と
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
ま
た
土

堤
の
内
、
外
に
も
ミ
ョ
ウ
ガ
や
ホ
ウ
ズ
キ
・
ニ
ラ
・
ミ
ツ
バ
・
フ
キ
・
シ

ソ
な
ど
の
「
菜
園
粮
」
や
オ
オ
バ
コ
な
ど
の
「
野
粮
」
を
植
え
る
こ
と
も

指
導
し
て
い
る
。
軒
下
に
は
「
苕
草
」、
ホ
ウ
キ
グ
サ
を
植
え
る
。『
会
津

農
書
』
下
巻
に
は
、
ホ
ウ
キ
グ
サ
は
、
三
月
節
（
清
明
、
太
陽
暦
四
月
五

日
）
三
日
後
か
ら
植
え
る
と
あ
る
。
そ
の
葉
を
食
す
る
ほ
か
、
掃
と
し
て

も
使
用
す
る
よ
う
記
載
し
て
い
る
。「
蒴
蓼
〈
ソ
ク
ツ
〉」
は
、
ス
イ
カ
ズ

ラ
科
の
多
年
草
で
、
相
馬
地
方
の
「
土
当
帰
」
と
み
ら
れ
る
。
寛
延
元
年

（
一
七
四
八
）
写
の
『
会
津
農
書
』
下
巻
に
は
、「
酸
漿
」
の
後
に
、「
是

を
ぬ
か
つ
き
又
か
ゝ
ち
と
も
云
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
の
で
、
補
足
し
て

お
き
た
い
。

　

与
次
右
衛
門
は
、
屋
敷
内
お
よ
び
周
辺
の
土
堤
の
内
外
に
、
粮
菜
と
な

る
草
木
を
植
栽
す
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

5
　
木
の
葉
粮
作

　

寛
延
元
年
写
『
会
津
農
書
』
下
巻
に
は
、
次
の
文
章
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
槻
や
榎
の
葉
を
飢
年
の
粮
菜
に
用
い
れ
ば
、
不
益
に
な
ら
な
い
こ
と
を

記
載
し
て
い
る
。
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伹
槻
榎
の
葉
ハ
飢
年
の
粮
菜
に
用
て
ハ
指
し
て
不
益
と
い
ゝ
か
た
し

　
『
会
津
歌
農
書
』
下
之
末
の
「
糧
菜　

附
郷
談
」
に
は
、「
木
の
葉
粮
」

の
ひ
と
つ
に
「
山
う
つ
き
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ツ
ギ
は
「
卯
木
」

と
も
表
記
さ
れ
る
、
ユ
キ
シ
タ
科
の
落
葉
低
木
で
、
各
地
の
山
野
に
自
生

す
る
。

　

与
次
右
衛
門
は
、
飢
饉
の
年
に
備
え
て
木
の
葉
を
も
、
粮
菜
に
利
用
す

る
こ
と
を
、
農
民
た
ち
に
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

大
楽
和
正
氏
に
よ
る
と
、
ウ
ツ
ギ
の
名
が
付
く
植
物
は
数
種
類
あ
り
、

実
際
に
食
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ス
イ
カ
ヅ
ラ
科
の
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
の
和

名
を
も
つ
植
物
で
あ
る
と
い
う
。
新
潟
県
魚
沼
市
二
分
で
は
、
ウ
ツ
ギ
を

カ
テ
ノ
キ
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。
魚
沼
市
干
溝
で
は
、
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
の
凶
作
の
年
、
ウ
ツ
ギ
の
葉
を
ご
飯
に
炊
き
こ
ん
だ
「
ウ

ツ
ギ
ッ
パ
飯
」
を
食
べ
た
と
い
う
。「
ウ
ツ
ギ
ッ
パ
飯
」
は
、
元
来
冬
の

食
事
に
し
て
お
り
、
ウ
ツ
ギ
の
若
葉
を
食
べ
る
の
で
、
凶
作
の
年
は
「
一

年
中
ウ
ツ
ギ
の
葉
が
開
か
な
い
」
状
況
で
あ
っ
た
と
い
（
（
（
う
。

　

野
本
寛
一
氏
は
、
魚
沼
市
大
栃
山
で
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
の
調
査
を
行
い
、
そ

の
調
理
法
を
記
載
し
て
い
る
。「
こ
れ
を
カ
テ
（
糅
）
の
木
、
カ
テ
ッ
パ

と
呼
び
、
若
葉
を
摘
ん
で
塩
漬
け
に
し
て
お
き
、
冬
期
、
塩
ぬ
き
を
し
て

よ
く
絞
っ
て
か
ら
刻
み
、
飯
の
炊
き
あ
が
り
に
飯
の
上
に
撒
い
て
混
ぜ
た

と
い
う
」
と
、
詳
細
に
記
載
し
て
い
（
（
（

る
。
南
会
津
郡
只
見
町
で
も
、
タ
ニ

ウ
ツ
ギ
の
若
芽
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
。

6
　
秕し

い
な

檜
粮

　

こ
れ
ま
で
『
会
津
農
書
』
に
み
る
「
菜
園
粮
」
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、

籾
や
米
の
調
整
工
程
、「
籾
摺
り
」
や
「
籾
よ
ふ
し
」
で
出
る
「
秕
檜
」・

「
淘
粉
」・「
糲
」、「
糏
」
も
、
無
駄
に
せ
ず
食
べ
て
き
た
。『
会
津
農
書
』

下
巻
の
「
農
人
郷
談
」
の
解
説
に
は
、
当
時
の
「
農
語
」
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　

寛
延
元
年
写
『
会
津
農
書
』
下
巻
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

る
。

秕ハ
シ
カ
ス
カ檜　

よ
ふ
し
た
る
籾
ゟ
ふ
き
捨
る
と
ひ
、
秕シ
イ
ナ
ノ
ギ禾
ほ
と
り
場
へ
こ
ぼ
れ

た
る
米
。

淘
粉　

摺
両
挽
之
米
自
吹
出
、
稃ヌ
カ

内
自
淘
留
、
取
粉
、
米
粉
、
稃
、
粉
禾
、

是
ヲ
淘
留
ト
云
。

糲　
　

米
ノ
中
籾
又
米
ノ
悪
ト
モ
云
。

糏　
　

又
ア
ラ
モ
ト
ト
モ
云
。
米
ノ
ク
タ
ケ
ナ
リ
。
農
語
ニ
云
ア
ラ
ト
モ

ハ
米
◆
（
と
お
し
）掛
テ
出
米
交
ノ
籾
也
。

粒
米　

庭
ヘ
コ
ホ
レ
タ
ル
米
。

7
　
落
穂
拾
い
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稲
作
に
お
い
て
「
粮
菜
」
的
に
扱
わ
れ
る
も
の
に
落
穂
や
「
穭
」
と
呼

ば
れ
る
薛
ひ
こ
ば
え
が
あ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
の
「
落
穂
拾
」
に
は
、

「
下
穂
」
は
「
腐（
ふ
こ
）孤

」
と
呼
ば
れ
る
巫
女
た
ち
の
た
め
に
残
し
て
お
く
と
、

当
時
の
社
会
の
一
端
を
も
詠
ん
で
い
る
。
注
記
に
よ
る
と
、「
腐
孤　

巫

蠱
」。『
巫
』
は
み
こ
、『
蠱
』
は
ま
じ
な
い
師
。
こ
の
二
者
は
近
世
以
前

に
は
定
住
せ
ず
、
遍
歴
し
て
い
た
。
こ
の
村
で
は
、
落
穂
の
施
し
を
受
け

る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
当

時
の
幕
内
村
の
姿
を
記
載
し
た
『
会
津
幕
之
内
誌
』
に
は
、「
守
子
」
と

呼
ば
れ
る
宗
教
に
関
る
女
性
が
一
名
、
端
郷
片
原
町
に
居
住
し
て
い
た
と

あ
（
（
（
る
。
幕
内
村
の
大
川
向
い
の
中
荒
井
村
現
在
の
会
津
若
松
市
北
会
津
町

中
荒
井
付
近
の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
『
中
荒
井
組
風
俗
帳
』
に
も

あ
（
（
（
る
、「
一
守
子
す
ゝ
め
と
云
て
、
た
ば
こ
を
持
稲
刈
場
を
廻
り
稲
壱
把

宛
貰
」
と
い
う
慣
習
は
、『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
「
落
穂
拾
」
の
世
界

を
習
俗
化
し
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

い
な
場
よ
り
落
穂
を
ひ
ろ
ひ
取
と
て
も

　
　
　
　
　
　

下
穂
ハ
残
せ
腐
孤
の
為
な
り

（
此
間
へ
絵
三
丁
入
）

8
　
ひ
つ
ち

　

ま
た
、『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
の
「
穭　

附
郷
談
」
も
、「
粮
菜
」
的

な
米
を
大
切
に
す
る
観
念
が
う
か
が
え
る
。

稲
刈
り
し
あ
と
よ
り
若
葉
猶
も
え
て

　
　
　
　
　
　

み
の
れ
る
い
ね
を
ひ
つ
ち
と
ハ
い
ふ

を
の
つ
か
ら
は
え
た
る
稲
を
ろ（
穭
）と
い
へ
り

　
　
　
　
　
　

其
穭
（
ひ
つ
じ
）こ

そ
に
ハ
あ
ら
す
や

　

古
歌　

食お
し
ね稲

か
る
門
田
の
ひ
つ
し
穂
に
出
て

　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
た
ゝ
ひ
秋
に
あ
ふ
そ
う
れ
し
き

　
「
ひ
つ
ち
」
に
つ
い
て
は
、『
会
津
農
書
附
録
』
八
に
そ
の
呼
称
の
由
来

な
ど
、
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

問
て
云
、
農
家
に
て
稲
刈
跡
ゟ
生
し
た
る
稲
を
ひ
つ
じち

と
言
ハ
何
そ
や
。

答
て
云
、
漢
土
に
て
自
生
る
稲
を
穭
と
名
く
。
此
穭
の
字
互
（
マ
マ
）

訓
ひ
つ
ち

と
訓
す
。
稲
の
刈
跡
よ
り
生
し
て
、
耕
し
、
養
育
の
手
入
を
か
ら
ざ
れ
ハ

是
お
の
つ
か
ら
生
ル
に
あ
ら
ず
や
。
本
朝
に
て
ひ
つ
じ
と
い
へ
る
事
ハ
羊

の
義
を
か
れ
り
。
羊
の
子
ハ
至
て
生
れ
や
す
き
も
の
と
漢
土
の
書
に
記
せ

り
。
此
故
に
ひ
つ
じ
と
云
な
り
。
ひ
つ
し
の
稲
穂
白
し
て
毛
有
ハ
毛
を
帯

て
生
る
事
又
羊
の
形
容
に
と
れ
り
。
医
書
の
婦
人
産
育
の
時
早
か
目
の
薬

方
に
幸タ
ツ
セ
ウ
サ
ン

生
散
と
い
へ
る
有
リ
。
幸タ
ツ

ハ
羊
な
り
、
生
れ
や
す
き
の
義
を
と
る

な
り
。
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『
会
津
歌
農
書
』
や
『
会
津
農
書
附
録
』
に
「
ひ
つ
ち
」
を
食
べ
た
と

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
無
駄
に
せ
ず
食
べ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。

　
「
ひ
つ
じ
」
と
い
う
呼
称
は
、
現
在
会
津
地
方
で
は
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ

と
が
で
き
な
い
古
語
に
な
っ
て
い
る
。

五　
『
会
津
農
書
』
に
み
る
「
粮
菜
貯
」

1
　
ж

あ
さ
り

菜な

　
「
家

あ
さ
り

菜な

」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
、『
会
津
歌
農
書
』
下
之
末
「
糧か

て

菜な

」

に
詠
ん
で
い
る
。

粮
な
く
て
家
あ
さ
り

菜
す
れ
ハ
つ（

費

）

い
え
有

　
　
　
　
　
　

兼
て
古
葉
を
た（
保
）も
ち
置
へ
し

園そ
の

へ
出
山
に
登の
ぼ

り
て
糧か
て

つ
む
を

　
　
　
　
　
　

家
あ
さ
り

菜な

す
る
と
是
を
い
ふ
な
り

　
「
家

あ
さ
り

菜な

」
に
つ
い
て
は
、『
会
津
農
書
附
録
』
八
に
も
、「
あ
ざ
ぎ
な
」

と
い
う
農
語
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。「
家
あ
さ
り

菜な

」
と
い
う
呼
称
は
、
他

地
方
の
農
書
に
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
会
津
地
方
固
有
の

呼
称
で
あ
ろ
う
か
。「
家
あ
さ
り

菜な

」
と
い
う
呼
称
は
、
現
在
会
津
地
方
で
は
聞

く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
古
語
で
あ
る
。
大
沼
郡
金
山
町
太た

郎ら

部ぶ

付
近

に
は
、「
ア
ザ
ギ
大
根
」
と
呼
ば
れ
る
辛
い
大
根
が
あ
り
、
蕎
麦
の
薬
味

と
し
て
も
食
用
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
弘
法
大
根
」
と
か
「
野
大

根
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

問
て
曰
、
農
家
に
て
あ
ざ
き
な
と
い
ふ
は
何
そ
や
。

　

答
て
曰
、
畑
作
違
ふ
て
粮
菜
不
足
成
者
な
と
、
此
彼
の
園
に
少
々
捨
り

て
有
粮
菜
を
摘
集
め
、
或
ハ
山
野
の
粮
菜
を
取
求
る
。
是
を
求ア
サ

食キ

菜ナ

と
云

な
り
。

　
「
求
食
菜
」
に
つ
い
て
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
写
『
会
津
農
書
』

下
巻
「
農
人
郷
談
」
で
は
、「
蕪
戎
つ
ミ
た
る
跡
ニ
て
爰
か
し
こ
に
て
壱

本
貮
本
つ
ゝ
つ
ミ
集
ア
ツ
ム
ル。
又
惣
日
山
野
ゟ
粮
菜
取
を
い
ふ
」
と
、
記
載
し

て
い
る
。

　

農
民
た
ち
の
「
粮
菜
」
採
集
は
、
雪
が
消
え
始
め
る
春
先
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
、『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
の
「
雪
消
圃ホ

面
」
か
ら
も
う

か
が
え
る
。

み
ワ
た
せ
バ
そ（
園
）の

ゝ
面
（
お
も
て
）に

雪
消
て

　
　
　
　
　
　

麦
の
さ
く
切（
き
る
）折
も
来
れ
り
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東（
こ
ち
）風
ふ
ケ
バ
園
の
面
の
雪
消
て

　
　
　
　
　
　

い
つ
の
間
に
か
や
家
（
あ
さ
り
な
）

菜
を
す
る

　

寛
延
元
年
写
の
『
会
津
農
書
』
下
巻
「
農
具
」
に
は
、「
粮
菜
」
採
取

の
農
具
と
し
て
、「
笊ザ

ル籬
」
と
「
菜
刺
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

笊
籬　

粮
菜
を
入
器
。
竹
を
以
作
ル
。

菜
刺　

野
ゟ
粮
菜
、
馬
飼
草
摘ツ
ム

時
根
を
指
切
ル
具
。
鉄
を
以
作
ル
。

2
　
粮
菜
貯

　
『
会
津
農
書
』
下
巻
に
は
、
苦
労
し
て
採
取
し
た
「
粮
菜
」
に
つ
い
て
、

そ
の
保
管
方
法
を
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
。

粮
菜
貯

　

古
の
編
な
ハ
か
ふ
ら
の
な
き
葉
計
の
あ
ミ
な
を
藁
こ
も
ニ
包
ミ
、
馬
屋

の
上
屋
根
に
つ
る
し
置
か
、
左
な
く
ハ
厩
の
上
ニ
棚
を
か
き
て
、
其
上
ニ

置
ハ
、
虫
不
付
し
て
よ
し
。
又
家
の
外
廻
り
軒
の
下
に
下
ケ
て
置
か
よ
し
。

二
三
月
の
頃
、
蕪
と
大
根
を
細
に
切
ほ
し
て
置
、
田
植
の
い
そ
か
し
き
時

の
か
て
ニ
よ
し
。
芋
を
秋
あ
ら
ひ
て
日
ニ
ほ
し
水
気
を
取
、」
稃
を
ま
せ

て
俵
に
込
て
、
た
な
木
上
ニ
置
て
冬
中
の
食
物
に
す
へ
し
。
野
菜
、
山
菜

干
置
ニ
ハ
、
薇
、
と
ち
な
、
ふ
き
、
お
ふ
は
こ
、
で
し
な
、
う
る
い
、
あ

ざ
ミ
此
外
木
の
葉
粮
色
々
ニ
干
置
て
よ
し
。
薇
ハ
切
ほ
し
て
俵
に
入
て
置

ハ
何
年
過
て
も
よ
し
。

　

洗
蕪
そ
と
庭
に
置
に
ハ
、
下
ゟ
し
め
り
の
上
ら
ぬ
様
に
何
に
て
も
敷
て
、

蕪
の
上
を
く
ひ
り
、
藁
ニ
て
ふ
き
置
か
よ
し
。
そ
ば
柄
に
て
苫
（
お
お
う
）ハ
朽
る

な
り
。

　

野
菜
、
山
菜
の
記
載
に
、「
で
し
な
」
が
あ
り
、
注
記
で
は
不
詳
と
あ

る
。
寛
延
元
年
写
『
会
津
農
書
』
下
巻
に
は
、「
で
し
な
。
本
名
女
郎
花
」

と
あ
り
、
オ
ミ
ナ
イ
シ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
貞
享
二
年
（
一
六
八

五
）
の
『
猪
苗
代
川
東
組
萬
風
俗
改
帳
』
の
「
野
粮
之
覚
」
に
も
、「
女

良
花
を
で
し
な
共
、
土
な
共
申
候
」
と
あ
（
（1
（
る
。

　

与
次
右
衛
門
は
、『
会
津
歌
農
書
』
中
之
末
の
「
諸
菜
生
置
行
」
で
、

野
菜
を
冬
期
間
土
へ
穴
埋
め
す
る
方
法
を
記
載
し
て
い
る
。
炉
の
わ
き
に

穴
を
掘
り
、
そ
こ
に
芋
な
ど
を
保
存
す
る
方
法
は
、
近
年
ま
で
行
わ
れ
て

き
た
。
佐
瀬
与
次
右
衛
門
当
時
の
佐
瀬
家
の
旧
宅
に
も
、
囲
炉
裏
わ
き
に

存
在
し
て
い
た
と
い
う
。

　
　
　

諸
菜
生い
け

置す
を

行

寒
の
内
こ（
凍
）ほ
ぬ
様
に
家
芋
ハ

　
　
　
　
　
　

炉
辺
へ
穴
を
ほ
り
て
生
（
い
け
す
）べ
し

人
ご
と
に
行
（
て
だ
て
）を

な
し
て
生
ぬ
れ
ど
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く
さ
り
安（
易
）き

は
芋
の
種
子
な
り

ほ
り
取
し
ご
ぼ
う
を
穴
へ
生
を
か
バ

　
　
　
　
　
　

水
く
ミ
か
け
て
し
め
し
給
へ
や

湿
好
む
作
り
と
覚
へ
必
よ

　
　
　
　
　
　

川
へ
い（
入
）る

ゝ
な
ご
ぼ
う
ワ
る
ゝ
ぞ

つ（
摘
）む

か
ぶ
ら
し
バ
ら
く
を
け
よ
雨
風
に

　
　
　
　
　
　

さ
ら
し
生
て
ハ
く
さ
ら
ぬ
ぞ
か
し

生
穴
の
掛
土
う
す
く
水
い
れ
バ

　
　
　
　
　
　

か
ぶ
ら
く
さ
る
ぞ
油
断
ば
し
す
な

大
根
ハ
横
に
生
る
や
た（

縦て
づ積

）ミ
も

　
　
　
　
　
　

穴
の
か
け
土
厚
き
ほ
ど
よ
し

穴
に
生
く
さ
ら
ぬ
物
ハ
つ
く
ね
い
も

　
　
　
　
　
　

土
の
薄
が
け
さ
し
て
さ
ハ
ら
ず

3
　
粮
菜
貯
の
心
構
え

　
「
粮
菜
貯
」
同
様
に
、
厳
し
い
積
雪
寒
冷
地
の
会
津
地
方
で
は
長
い
冬

期
間
の
野
菜
の
保
存
は
、
農
民
た
ち
に
と
り
重
要
な
作
業
で
あ
る
。
冬
期

間
の
農
民
意
識
を
表
現
し
て
い
る
の
が
、『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
の

「
冬
田
作
」
で
あ
ろ
う
。

来
年
ハ
み
よ
や
た
が
や
さ
む
是
非
と
も
と

　
　
　
　
　
　

冬
の
行
の
ま
こ
と
し
き
哉

冬
ご
と
の
手
だ
て
計
ぞ
ま
こ
と
し
き

　
　
　
　
　
　

春
耕
し
ハ
い
つ
わ
り
に
し
て

こ（

凝

性

）

り
し
や
う
も
な
き
地
作
り
や
春
の
田
を

　
　
　
　
　
　

作
ら
で
冬
の
粮
に
飢
け
る

春
の
田
作
ら
で
冬
の
空
行

　
　
　
　
　
　

な
す
こ
と
冬
田
作
り
と
は
い
ふ

六　

他
地
方
の
農
書
に
み
る
粮
菜

1
　『
百
姓
伝
記
』
に
み
る
粮
菜
類

　

東
海
地
方
の
農
書
『
百
姓
伝
記
』
は
、『
会
津
農
書
』
と
同
年
代
の
天

和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
著
述
さ
れ
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
著
者
や
著

述
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
巻
十
四
「
万
粮
集
」
に
は
、「
粮
」
を
貯

え
る
目
的
や
そ
の
種
類
を
記
載
し
て
い
る
。『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
粮

菜
作
考
」
や
「
粮
菜
貯
」
と
共
通
す
る
考
え
方
が
う
か
が
わ
れ
る
。
は
じ

め
の
部
分
に
、
そ
の
目
的
を
記
載
し
て
い
（
（1
（
る
。

　

土
民
た
る
人
ハ
穀
類
の
外
、
色
々
菜
大
こ
ん
・
せ
ん
さ
い
の
品
々
を
能

作
り
、
其
外
山
野
に
有
之
草
木
の
葉
・
海
草
・
う
ろ
く
ず
ま
で
も
穀
類
の

た
す
け
と
な
ら
ん
も
の
を
た
く
ハ
へ
置
、
妻
子
・
け
ん
そ
く
の
飢
に
の
ぞ



『会津農書』にみる粮菜作と粮菜貯（佐々木）

75

ま
さ
る
や
う
に
心
懸
る
こ
と
本
望
な
り
。

　

同
書
に
は
、
続
け
て
粮
の
採
取
お
よ
び
加
工
・
保
存
法
な
ど
に
つ
い
て
、

詳
細
に
記
載
し
て
い
る
。『
会
津
農
書
』
と
相
違
す
る
点
は
、
海
草
の
保

存
法
や
調
理
法
が
あ
る
。
長
文
と
な
る
が
、『
会
津
農
書
』
の
「
粮
菜
」

と
比
較
す
る
上
で
、
重
要
で
あ
る
の
で
引
用
し
た
い
。
特
に
、
山
野
の
粮

菜
の
種
類
に
共
通
す
る
点
が
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、　‌�

土
民
多
年
た
く
わ
へ
置
、
粮
の
た
す
け
に
仕
る
品
々
多
し
と
い
へ

と
も
、
味
か
ハ
り
、
あ
る
ひ
ハ
く
さ
り
、
還
て
費
あ
り
。
山
野
・

海
河
・
里
原
に
て
と
り
、
手
置
仕
る
に
費
な
き
も
の
を
吟
味
す
へ

し
。
山
に
て
取
品
々
ハ
、
わ
ら
ひ
を
取
て
切
ほ
し
多
年
あ
り
。
ま

た
根
を
ほ
り
て
粉
を
取
、
数
年
あ
り
。
葛
の
根
を
ほ
り
、
粉
に
し

て
久
し
く
あ
り
。
春
に
わ
か
葉
を
つ
ミ
ほ
し
て
置
、
多
年
あ
り
。

り
や
う
ふ
の
葉
・
藤
の
葉
・
小
茨
の
葉
・
い
た
ど
り
・
ぜ
ん
ま

い
・
ミ
な
若
葉
を
つ
ミ
と
り
、
き
ざ
ミ
ほ
し
て
数
月
あ
り
。
尤
土

用
干
を
し
て
よ
き
な
り
。
野
原
に
て
つ
ミ
と
る
る
い
ハ
大
か
た
草

の
部
な
る
故
久
し
く
手
置
仕
事
不
叶
。
海
草
の
類
ハ
あ
ら
め
・
か

ぢ
め
手
置
仕
安
く
、
田
夫
の
喰
ひ
も
の
に
よ
し
。
五
穀
・
雑
穀
を

多
く
合
せ
れ
バ
、
胸
し
ハ
る
も
の
な
り
。
蓮
肉
・
菱
ハ
池
川
に
あ

り
、
ゆ
で
ゝ
ほ
し
、
多
年
あ
り
。
野
原
に
有
之
に
が
と
こ
ろ
極
月

ゟ
正
二
月
に
ほ
り
、
麦
ぬ
か
・
わ
ら
灰
を
入
て
ゆ
で
さ
わ
し
、
日

に
ほ
し
て
、
多
年
あ
り
。
ふ
く
れ
う
を
ほ
り
て
、
き
り
わ
り
ほ
し
、

数
月
有
。

　

な
お
、
同
書
に
は
『
会
津
農
書
』
記
載
の
「
粮
菜
」
類
と
共
通
す
る
も

の
に
、
次
の
作
物
の
栽
培
法
を
記
載
し
て
い
る
。「
は
ゝ
き
ゞ
」（
ほ
う
き

ぐ
さ
）、「
あ
さ
ミ
」（
あ
ざ
み
）、「
あ
か
ざ
」（
あ
か
ざ
）、「
三
つ
葉
せ
り
」

（
み
つ
ば
）、「
ほ
う
つ
き
」（
ほ
お
ず
き
）、「
は
こ
ゑ
」（
は
こ
べ
）
な
ど
が

あ
る
。

　
『
会
津
歌
農
書
』
下
之
末
の
「
糧
菜
」
の
「
木
の
葉
粮
」
に
共
通
し
た

樹
木
と
し
て
、『
百
姓
伝
記
』
巻
四
「
屋
敷
構
善
悪
・
樹
木
集
」
に
は
、

「
榎
木
」、「
う
る
し
の
木
」、「
桑
の
木
」、「
け
や
き
・
つ
き
」
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
榎
木
」
は
、「
粮
菜
」
と
し
て
葉
を
食
す

る
と
あ
る
。

　

春
葉
を
と
り
て
食
事
に
用
て
徳
あ
り
。
ま
た
餓
に
及
ふ
と
き
、
あ
ま
皮

を
取
て
喰
ふ
に
味
ひ
あ
ま
く
、
人
の
命
を
の
ふ
る
も
の
な
り
。

2
　『
農
業
全
書
』
に
み
る
粮
菜
類

　

元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
宮
崎
安
貞
著
述
の
『
農
業
全
書
』
は
、
わ

が
国
の
農
書
の
代
表
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
の
巻
之
五
「
山
野
菜
之
類
」
お
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よ
び
巻
之
四
「
菜
之
類
」
に
は
、『
会
津
農
書
』
記
載
の
「
粮
菜
」
に
相

当
す
る
作
物
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
安
貞
も
諸
菜
・
雑
穀
の
栽
培
に

お
い
て
、
常
に
飢
饉
の
際
の
食
糧
不
足
に
◇
る
対
策
と
し
て
の
農
法
を
心

懸
け
る
よ
う
随
所
に
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
に
、「
蕪
戎
」
が
あ
（
（1
（
る
。

　

扠
此
か
ぶ
ら
菜な

の
他た

の
菜さ
い

に
勝す
ぐ

れ
て
、
功こ
う

能の
う

の
多お
ほ

き
事
を
、
何
れ
の
農の
う

書し
ょ

に
も
具つ
ぶ
さに
し
る
し
置を
け

り
。

　

第
一
ハ
飢き

饉き
ん

の
時と
き

穀こ
く

を
ま
じ
へ
て
煮に

て
食し
ょ
くし

て
ハ
甚
は
な
は
だ

益え
き

あ
り
。
他た

の

菜さ
い

ハ
久
し
く
食し
ょ
く

す
れ
バ
、
菜さ
い

色し
ょ
く

と
て
其
人
い
た
ミ
、
色い
ろ

ま
で
青あ
を

く
な
る

物
な
れ
ど
も
、
此　

物
ハ
い
か
程ほ
ど

多お
ほ

く
久
し
く
食し
ょ
くし

て
も
病や
ま
ひを

生
ぜ
ず
、

人
の
色
相
替
る
事
な
し
。

　
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
粮
菜
」
に
関
す
る
記
載
と
共
通
す
る
作
物
名

を
見
る
と
、
次
の
作
物
名
が
あ
る
。「
蘘
荷
」（
み
ょ
う
が
）、「
欵
冬
」

（
ふ
き
）、「
紫
蘇
」（
し
そ
）、「
地
膚
〈
ほ
う
き
く
さ
〉」（
ほ
う
き
ぐ
さ
）、

「
蒲
公
英
」（
た
ん
ぽ
ぽ
）、「
百
合
」（
ゆ
り
）、「
独
活
」（
う
ど
）、「
薺
」

（
な
ず
な
）、「
藜
」（
あ
か
ざ
）、「
野
蜀
葵
」（
み
つ
ば
）、「
小
薊
」（
あ
ざ

み
）、「
蕨
」（
わ
ら
び
）
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

3
　『
私
家
農
業
談
』
に
み
る
粮
菜
類

　

越
中
の
農
書
『
私
家
農
業
談
』
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
宮
永

正
運
が
富
山
県
砺
波
地
方
の
農
法
に
つ
い
て
著
述
し
て
い
る
。
巻
之
四

「
濃
食
之
心
得
」
は
、
農
法
と
食
に
つ
い
て
の
心
構
え
を
説
い
て
お
り
、

越
中
砺
波
地
方
は
、
積
雪
寒
冷
地
で
植
生
も
会
津
地
方
と
類
似
し
て
お
り
、

『
会
津
農
書
』
粮
菜
と
比
較
照
合
す
る
上
で
好
資
料
で
あ
（
（1
（
る
。『
会
津
農

書
』
の
粮
菜
で
不
明
な
も
の
や
加
工
調
理
法
な
ど
推
測
で
き
る
記
載
も
あ

る
。

巳
に
秋
実
を
収
め
冬
蔵
に
至
て
ハ
其
上
穀
を
も
っ
て
貢
税
に
奉
り
、
秕
、

屑
米
の
類
あ
る
ひ
ハ
田
の
狭
間
に
植
し
大
唐
、
稗
、
震
粉
、
適
山
畠
よ
り

取
あ
け
し
麦
、
粟
、
黍
、
蕎
麦
の
類
を
以
て
妻
子
を
蔭
（
マ
マ
）ミ

奴
僕
を
扶
持
せ

し
む
る
か
則
農
人
の
業
也
。

　

ま
た
、
同
書
同
巻
之
四
に
「
救
荒
之
食
品
」
を
記
載
し
、
飢
饉
年
の
備

え
を
す
る
こ
と
も
力
説
し
て
い
る
。

　

備
え
る
べ
く
食
品
を
、「
菓
之
分
」、「
薯
類
」、「
瓜
類
」、「
菜
類
」、

「
草
木
」、「
菌
類
」、「
穀
類
並
海
藻
」
の
合
計
二
五
七
種
を
あ
げ
て
い
る
。

　

若
天
候
不
順
に
し
て
五
穀
雑
穀
ま
て
不
熟
す
る
事
二
三
年
及
ふ
と
き
ハ
、

何
の
国
か
凶
年
の
茫
然
た
る
を
避
へ
け
ん
や
。
其
時
に
臨
て
山
里
辺
郷
の

窮
民
、
菜
食
を
以
て
露
命
を
つ
な
き
歳
の
豊
な
る
待
事
ハ
恒
の
道
也
。
是

か
為
に
餓
莩
を
救
へ
き
草
木
、
菌
の
類
を
思
ひ
出
る
に
ま
か
せ
て
記
之
。
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こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
二
五
七
種
に
は
、『
会
津
農
書
』
に
記
載
さ
れ
た

ほ
と
ん
ど
の
「
粮
菜
」
類
が
含
ま
れ
て
い
る
。
巻
之
三
の
「
萆（
と
こ
ろ
）薢」

は
、

そ
の
味
や
調
理
法
、
食
べ
方
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

会
津
地
方
で
は
、
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
食
法
で
あ
る
の
で
、
引
用
し

た
い
。

　

一
、
萆
薢
ハ
求
て
作
ら
す
と
も
、
山
中
幷
古
き
屋
舗
の
垣
根
廻
り
或
ハ

野
畔
な
と
に
自
然
と
生
し
て
繁
茂
す
。
一
種
鬼ヲ
ニ

萆と
こ
ろ薢
と
い
ふ
有
り
、
是
ハ

味
劣
れ
り
。
真
萆
薢
ハ
色
黄
に
し
て
味
よ
し
。
飢
饉
を
救
ふ
の
一
助
な
り
。

掘
取
て
是
を
食
に
、
土
を
能
洗
ふ
て
萆
薢
を
横
に
切
、
一
夜
水
に
浸
し
其

後
早
稲
藁
の
灰
汁
に
て
煮
れ
は
、
苦
ミ
悉
ぬ
け
て
薯
蕷
の
味
の
こ
と
し
。

是
を
大
唐
飯
に
入
、
又
震
粉
に
ま
せ
て
団
子
に
し
て
食
ふ
へ
し
。
且
疝（
マ
マ
）積

を
煩
ふ
人
続
て
是
を
く
へ
ハ
病
ぬ
け
て
本
復
す
る
事
速
な
り
。

　

こ
の
記
載
の
「
震
粉
」
は
、
前
述
の
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
農
語
「
淘

粉
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
「
淘
粉
」
と
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
私

家
農
業
談
』
巻
之
二
の
「
収
納
蔵
入
」
に
は
、
そ
の
食
べ
方
も
記
載
さ
れ

て
い
る
。

　

一
、
稲
こ
き
す
り
す
る
中
よ
り
、
糠
を
た
ひ
出
し
是
を
糸
簁
に
て
と
を

し
、
其
跡
を
掃
よ
せ
た
る
こ
ミ
を
淘ユ

ル

粉ゴ

と
名
付
て
取
上
る
。
是
に
小
米
の

漸
屑
と
れ
る
を
合
せ
て
取
を
き
、
翌
年
の
春
新
発
の
時
団
子
に
し
て
中
へ

雑
汁
と
て
菜
蕗
あ
る
ひ
ハ
莇
な
と
を
入
て
煮
て
農
食
と
す
る
な
り
。

　

こ
の
記
載
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
莇
（
く
こ
の
こ
と
）」
で
あ
る
。

『
会
津
歌
農
書
』
下
之
末
「
糧
菜　

附
郷
談
」
に
も
、
山
糧
の
ひ
と
つ
に

詠
ま
れ
て
い
る
。

山
糧
は
わ
ら
び
せ
ん
ま
い
蕗
の
茎

　
　
　
　
　
　

や
ま
莇
ま
て
猶
能
そ
か
し

　

く
こ
は
、『
広
辞
苑
』
に
よ
る
と
「
枸
杞
」
と
表
記
し
、
ナ
ス
科
の
落

葉
低
木
。
葉
は
食
用
、
乾
し
て
枸
杞
葉
と
呼
び
、
解
熱
剤
と
あ
る
。

　
「
穀
類
並
海
藻
」
の
中
に
、『
会
津
農
書
附
録
』
八
に
記
載
さ
れ
た
「
ひ

つ
じ
」
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
稲
の
彦
生
え
で
あ
る
。「
秧
還
ヒ
ツ
ジ
コ
メ
。

稲
ノ
シ
ト
セ
ニ
出
来
ル
米
也
」
と
あ
る
。
現
代
文
で
は
、
ひ
こ
ば
え
（
ひ

つ
じ
こ
め
と
も
い
う
。
稲
の
刈
株
に
出
た
穂
の
こ
と
）
と
あ
り
、「
ヒ
ツ
ジ
コ

メ
」
が
「
救
荒
之
食
品
」
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
会
津
農
書
附
録
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
会
津
地
方
で
も
、

「
粮
菜
」
の
類
と
し
て
食
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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七　

風
俗
帳
に
み
る
粮
菜
を
め
ぐ
る
民
俗

1
　
風
俗
帳
に
み
る
野
粮

　

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
『
猪
苗
代
川
東
組
萬
風
俗
改
帳
』
に
は
、

猪
苗
代
地
方
の
季
節
ご
と
の
野
粮
の
種
類
に
つ
い
て
書
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

内
容
的
に
は
、『
会
津
農
書
』
上
巻
の
記
載
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　

野
粮
之
覚

　

一
春
雪
消
次
第
、
あ
ざ
ミ
、
な
つ
な
、
ふ
き
、
は
こ
べ
、
よ
も
ぎ
、
ま

ゆ
み
木
の
葉
、
山
う
つ
ぎ
の
葉

　

一
夏
ハ
う
ど
、
わ
ら
び
、
う
こ
ぎ
、
ま
た
た
び
、
ぜ
ん
ま
い
、
こ
ゝ
み
、

た
ら
、
女
良
花
を
で
し
な
共
、
土
な
共
申
候
、
お
ん
ば
こ
の
葉
、
秋
迄
取

申
候
、
藤
の
葉
同
花
も
取
申
候
、
此
外
菜
蕪
大
根
あ
ミ
菜
冬
よ
り
春
迄
か

て
ニ
仕
候

　

一
馬
之
飼
料
、
春
ハ
す
ぎ
な
、
は
こ
べ
、
秋
は
く
ず
の
葉
、
萩
の
葉
、

あ
ざ
み
取
申
候
、

　
『
会
津
農
書
』
の
著
者
佐
瀬
与
次
右
衛
門
が
居
住
す
る
幕
内
村
の
大
川

向
い
の
貞
享
二
年
の
『
中
荒
井
組
風
俗
帳
』
に
も
、「
山
糧
を
取
」
る
慣

習
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
幕
内
村
や
中
荒
井
組
の
よ
う
に
村
内
に
山
が
な

い
集
落
で
は
、
村
外
に
「
山
役
」
銀
を
支
払
い
草
や
薪
を
採
取
し
て
い
た

の
で
、「
山
糧
」
も
そ
こ
か
ら
採
取
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
幕
内

村
は
、
会
津
若
松
市
門
田
町
の
花
坂
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
元
禄
四
年
（
一

六
九
一
）
の
『
会
津
幕
之
内
誌
』
か
ら
も
わ
か
る
。

一
春
松
子
さ
ら
い
、
野
糧
御
私
領
山
よ
り
も
次
第
に
薊
、
菜
鳥
足
檀
葉
、

う
る
い
、
欵
冬
、
山
楊
盧
木
、
女
郎
花
藤
葉
等
山
糧
を
取

　

現
在
の
南
会
津
町
古
町
付
近
の
貞
享
二
年
の
『
伊
南
古
町
組
風
俗
帳
』

に
は
、「
野
か
て
」
の
季
節
ご
と
の
種
類
と
、
加
工
法
に
つ
い
て
も
記
載

し
て
い
（
（1
（
る
。
同
書
に
は
、
栃
の
実
の
調
理
方
法
ま
で
記
載
し
て
お
り
、

『
会
津
農
書
』
著
述
当
時
の
「
野
か
て
」
の
食
習
を
知
り
得
る
資
料
と
い

え
る
。

　
　
　

野
粮
取
幷
栃
拾
の
事

一
野
か
て
の
事　

わ
ら
び
ハ
四
月
中
旬
よ
り
出
申
候
、
女
共
朝
未
明
よ
り

罷
出
折
取
昼
の
比（
頃
）罷

帰
、
則
こ
ま
か
ニ
切
干
置
、
刈
敷
取
、
田
植
、
夏
中

の
粮
ニ
仕
候
、
秋
ハ
み
づ
菜
と
申
て
深
山
の
沢
辺
ニ
有
之
候
草
、
当

座
々
々
粮
ニ
仕
候
、
又
秋
作
仕
舞
の
比
ふ
き
ヲ
取
あ
み
な
の
こ
と
く
仕
、

木
の
枝
な
ど
へ
掛
ケ
干
置
、
冬
よ
り
春
迄
の
粮
ニ
仕
候
、
菜
蕪
沢
山
ニ
有

之
年
ハ
囲
置
、
菜
蕪
違
候
年
の
粮
ニ
仕
候
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一
栃
拾
申
事　

秋
ひ
が
ん
ノ
比
ひ
ろ
い
干
置
、
春
ニ
至
骨
折
わ
ざ
不
仕
時

分
之
足
り
に
仕
候
、
余
計
ハ
囲
置
凶
年
の
喰
物
ニ
仕
候
、
此
栃
拵
様
の
事
、

先
さ
ゆ
ニ
て
煮
、
壱
ッ
宛
か
わ
を
取
、
其
後
ま
き
ノ
は
い
ヲ
あ
く
に
仕
煮

申
候
て
や
わ
ら
か
ニ
成
候
時
す
か
り
へ
入
流
水
に
ひ
た
し
置
き
、
あ
く
気

無
之
時
又
さ
ゆ
ニ
而

あ
く
気
を
煮
出
シ
其
後
粥
ニ
煮
給
申
候
、
是
ヲ
栃
粥
と

申
候
、
又
こ
ぬ
か
ヲ
つ
き
ま
せ
栃
粉
と
申
ニ
仕
リ

給
申
候
、
カ
の
落
申
物

ニ
候
故
骨
折
わ
ざ
の
時
喰
物
ニ
不
罷
成
候

2
　
野
粮
の
食
物

　

貞
享
二
年
、
伊
南
古
町
組
付
近
の
農
民
た
ち
は
、
日
常
ど
の
よ
う
な
食

物
を
食
べ
て
い
た
か
、
野
粮
の
食
糧
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

同
風
俗
帳
よ
り
見
て
み
た
い
。

一
百
姓
常
之
喰
物
之
事　

秋
ハ
青
菜
、
芋
ぞ
う
す
い
昼
カ
朝
カ
一
度
品
々

野
粮
食
、
冬
中
よ
り
春
迄
ハ
蕪
ぞ
う
す
い
稗
の
か
ゆ
、
夏
ハ
青
物
粮
之
ぞ

う
す
い
、
開
作
ニ
打
立
候
而

も
如
此
、
扨
又
苅
敷
取
田
う
え
或
ハ
春
木
山

骨
折
わ
ざ
仕
候
時
ハ
昼
食
ニ
菜
、
蕪
、
わ
ら
び
ノ
粮
入
給
申
候

　

こ
の
記
載
か
ら
す
る
と
、
秋
は
青
菜
や
芋
な
ど
生
の
粮
、
冬
中
か
ら
は

蕪
ぞ
う
す
い
、
稗
の
粥
な
ど
で
あ
る
。
粮
入
り
の
食
物
が
日
常
で
あ
っ
た
。

　

喜
多
方
地
方
の
稲
作
に
つ
い
て
年
中
行
事
を
含
め
な
が
ら
記
載
し
た
宝

暦
一
三
年
（
一
七
六
七
）、
中
野
義
都
著
の
『
北
郷
鄙
土
産
憐
民
政
要
』

に
は
、
粮
と
し
て
大
根
の
根
葉
を
入
れ
た
雑
飯
の
作
り
方
を
詳
細
に
記
載

し
て
い
る
。
特
に
、
粮
と
米
と
の
割
合
が
記
述
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す

べ
き
で
あ
（
（1
（
る
。

　

百
姓
は
白
飯
を
食
す
る
事
あ
た
わ
ず
、
白
米
ニ
糧
と
い
ふ
も
の
を
入
て

雑
飯
と
し
て
毎
日
の
食
事
と
す
る
事
な
り
、
軒
に
懸
、
域
は
木
の
枝
に
か

け
置
き
侍
る
を
取
て
、
大
鍋
に
入
、
是
を
ゆ
て
て
水
に
さ
わ
し
、
是
を
細

未
に
切
り
て
米
江
雑
へ
或
は
冬
よ
り
春
に
至
る
ま
で
ハ
菜
・
大
根
の
根
を

た
く
わ
ひ
置
き
て
、
是
を
き
ざ
ミ
て
米
に
入
る
ゝ
也
、
其
い
り
積
り
ハ
凡

そ
米
壱
升
へ
あ
て
五
升
斗
り
を
以
て
限
り
と
す
、
是
を
設
け
て
仕
懸
置
、

或
は
一
菜
を
と
と
の
へ
如
斯
し
て
後
に
い
ね
ぬ
る
也
、

貞
享
二
年
の
伊
南
古
町
組
風
俗
帳
の
年
末
・
年
始
の
食
事
を
み
る
と
、
粟

や
蕎
麦
・
黍
な
ど
の
雑
穀
を
食
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
正
月
と
い
え

ど
も
、
雑
穀
の
餅
で
あ
る
。

一
元
日
ニ
ハ
年
始
ニ
候
と
事
、
身
躰
に
応
鰯
か
ら
ざ
け
或
ハ
小
魚
か
じ
か

ノ
鮓
な
と
を
用
意
仕
置
、
摺
大
根
、
打
大
豆
煮
物
と
申
、
ご
ぼ
う
、
大
こ

ん
な
ど
煮
ま
せ
一
品
、
二
品
調
祝
申
候
、
大
晦
日
よ
り
三
ケ
日
迄
大
躰
如

此
仕
候
、
多
ク
ハ
小
晦
日
ニ
粟
、
蕎
麦
、
黍
等
ニ
而

餅
を
春
、
元
朝
よ
り
二

日
、
三
月
迄
朝
々
ハ
右
之
餅
を
給
申
候
、
夕
ハ
粟
、
小
豆
、
菜
、
蕪
ノ
食
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を
給
申
候
、

　

現
在
の
南
会
津
郡
下
郷
町
楢
原
付
近
の
、
貞
享
二
年
の
『
楢
原
組
風
俗

帳
』
も
同
様
の
粮
菜
入
り
の
食
物
を
一
年
間
通
し
て
食
べ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

い
一
食
事
三
月
初
よ
り
田
畑
を
打
申
ニ
付
、
一
日
二
三
度
宛
朝
食
は
雑
石（
穀
）

に
あ
ミ
な
を
入
、
昼
食
は
雑
石（
穀
）に

米
少
あ
ミ
な
の
か
て
を
入
、
晩
ハ
ぬ
か

稗
ニ

あ
ミ
な
を
入
、
粥
或
は
雑
水（
炊
）な

ど
被
下
候
、
五
月
中
旬
迄
右
之
通

ろ
一
五
月
中
旬
よ
り
八
月
来
迄
、
朝
昼
ハ
あ
ミ
な
本
を
ハ
野
か
て
を
入
麦

食
、
晩
ハ
青
な
雑
水
な
と
被
下
候
、
蕪
は
一
九
月
よ
り
三
月
迄
ハ
昼
め
し

不
被
下
候
、
食
物
ハ
い
も
、
大
根
の
雑
水（
炊
）、
尤
山
の
物
と
ち
し
た
ミ
粥
に

仕
被
下
候

3
　
粃
・
淘
粉
等
、
米
の
粮

　
『
会
津
農
書
』
上
巻
の
「
稲
扱
幷
籾
立
」
に
は
、「
か
な
ら
す
少
し
も
実

の
有
し
へ
な
を
吸
捨
ざ
る
様
に
す
べ
し
。」
と
あ
る
。「
し
へ
な
」
は
、

「
秕
（
し
い
な
）」
と
表
記
さ
れ
、
殻
ば
か
り
で
実
入
り
の
少
な
い
籾
で
あ

る
。『
会
津
農
書
附
録
』
八
に
は
、
会
津
地
方
で
「
稲
の
み
よ
う
さ
に
立
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
秕
（
し
い
な
）」
と
関
り
が
あ
る
と
、

与
次
右
衛
門
は
記
載
し
て
い
る
。

問
て
云
、
農
家
に
て
稲
の
み
よ
う
さ
に
立
と
い
ふ
ハ
何
そ
や
。

答
て
云
、
漢
土
に
て
殻
の
不
成
を
秕
と
名
く
。

此
秕
の
字
の
倭
訓
み
よ
う
さ
と
訓
す
。
不
作
の
稲
ハ
穂
裊
す
故
に
み
よ
う

さ
に
立
と
い
へ
り
。

　

現
在
の
会
津
美
里
町
高
田
付
近
の
、
貞
享
二
年
の
『
高
田
組
風
俗
帳
』

に
「
$
屋（
や
）

き
餅
」
と
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
粃
の
焼
餅
を
田
打
（
田
起
こ

し
）
の
時
の
朝
に
食
べ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
（
（1
（
る
。
焼
餅
は
、
南
会
津
町
な

ど
奥
会
津
地
方
で
は
蕎
麦
粉
で
作
り
、
中
に
は
切
菜
な
ど
を
入
れ
、
炉
で

焼
い
て
食
べ
る
。
野
良
・
山
仕
事
な
ど
に
も
持
参
し
、
昼
食
に
も
食
べ
た

と
い
う
。

　

現
在
の
会
津
若
松
市
河
東
町
代
田
付
近
の
貞
享
二
年
の
『
代
田
組
風
俗

帳
』
に
は
、「
百
姓
食
物
之
事
、
農
前
ハ
朝
ハ
焼
餅
或
ハ
粮
（
か
て
）飯
夕
ハ
ね
ば

し
と
申
候
へ
而

ゆ
り
こ
を
引
割
其
内
ヘ
粮
を
入
、
粥
之
こ
と
く
に
拵
給
申

候
、」
と
、「
淘（
ユ
リ
ゴ
）粉」
の
調
理
法
と
食
べ
方
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記

述
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
カ
テ
メ
シ
の
民
俗
語ご

彙い

の
「
粮

（
か
て
）

飯
」
と
い
う

記
述
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
（
（1
（
る
。

　
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
農
人
郷
談
」
の
農
語
、「
粒ツ
ホ

米コ
メ

」
が
あ
る
。

「
庭
ヘ
コ
ホ
レ
タ
ル
米
。」
で
あ
る
。
与
次
右
衛
門
は
、
庭
に
こ
ぼ
れ
た
米

粒
も
無
駄
な
く
食
す
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。
貞
享
二
年
の
『
中
荒
井
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組
風
俗
帳
』
に
は
、
こ
ぼ
れ
た
米
す
な
わ
ち
「
土（

つ
ち
ぼ
）穂」

に
由
来
す
る
と
み

ら
れ
る
「
つ
ぼ
団
子
」
の
習
俗
を
記
述
し
て
い
る
。「
一
（
二
月
）
十
日

つ
ぼ
団
子
喰
候
、
是
ハ
農
人
穀
類
を
ぶ
さ
た
に
す
る
ゆ
へ
其
供
養
之
た
め

に
食
す
と
云
」
と
あ
る
。

　

同
年
『
高
田
組
風
俗
帳
』
に
は
、「
壱
年
半
切
給
取
を
地
下
人
添
足
と

い
ふ
事
、
右
は
二
月
十
日
に
居
初
て
つ
ぼ
団
子
を
喰
、
九
月
刈
揚
の
餅
を

喰
、
手
形
を
も
不
取
指
置
を
以
添
足
と
申
と
な
り
、」
と
、
年
季
奉
公
人

が
「
つ
ぼ
団
子
」
を
食
べ
て
契
約
す
る
習
俗
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
団

子
を
「
の
と
く
ひ
り
だ
ん
ご
」
と
か
「
口
割
だ
ん
ご
」
な
ど
と
も
呼
ん
で

い
る
。『
猪
苗
代
川
東
組
萬
風
俗
改
帳
』
に
も
、「
同
（
二
月
）
十
日
の
晩

年
中
籾
米
、
蕎
麦
、
稗
盈
と
申
つ
ぼ
だ
ん
ご
仕
為
喰
申
候
、
蚕
仕
候
処
ハ

此
日
蚕
神
き
ね
音
二
付
、
天
下
り
た
も
ふ
と
申
、
女
も
精
を
入
だ
ん
ご
は

た
き
突
申
候
」
と
、
記
載
し
て
い
る
。

　

文
化
四
年
の
『
五
目
組
上
野
村
三
浦
家
年
中
行
事
』
に
よ
る
と
、
現
在

の
喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
付
近
で
は
「
口
割
だ
ん
ご
」
と
も
呼
ん
で
い
（
（1
（
た
。

　

一
十
日　

つ
ぼ
だ
ん
ご
と
言
ふ
て
、
旧
冬
つ
き
盈こ
ぼ

れ
米
を
集
め
置
き
て

だ
ん
ご
ニ
拵
拾
る
也

　
　
　

伝
ニ
日
、
口
割
だ
ん
ご
と
も
言
ふ
よ
し
、

　
　
　

是
を
拾
へ
て
ち
か
ひ
ハ
を
月
雇
ノ
な
ど
異

　
　
　

変
す
る
こ
と
な
し
と
言
ふ

4
　
無
粮
之
飯
と
粮
之
喰
始
メ

　
「
山
郷
」
と
呼
ば
れ
る
山
間
地
で
は
、
正
月
で
も
粟
や
黍
・
蕎
麦
等
の

餅
で
あ
る
が
、「
里
郷
」
の
平
坦
地
で
は
、
米
の
飯
で
あ
っ
た
。
貞
享
二

年
の
『
中
荒
井
組
風
俗
帳
』
に
は
、「
正
月
三
ケ
日
夕
糧
を
不
入
食
す
、」

と
あ
り
、「
糧
」
の
入
ら
な
い
飯
は
、
ハ
レ
の
食
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
同
風
俗
帳
の
六
月
一
日
の
「
む
け
の
朔
日
」
に
は
、「
無
糧
之
飯
」

を
食
べ
る
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
糧
が
入
っ
て
い
る
飯
が
日
常
の
食
物
で
、

「
無
糧
之
飯
」
が
ハ
レ
の
食
物
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
『
塩
川
組
風
俗
帳
』
に
よ
る
と
、
現
在
の

喜
多
方
市
塩
川
付
近
で
は
、「
七
種
の
粥
」
と
言
い
正
月
七
日
に
は
、「
粮

の
喰
始
メ
と
て
少
々
粮
を
入
て
食
ス
、
七
種
の
粥
の
学
び
な
り
、」
と
記

載
し
て
い
（
（1
（
る
。
同
様
の
記
載
は
、
文
化
四
年
の
『
下
郷
四
箇
組
風
俗
帳
』

に
も
あ
り
、
下
郷
町
付
近
で
も
「
糧
の
喰
始
メ
」
と
言
わ
れ
て
い
（
（2
（
た
。

　

七
日
之
朝
七
種
之
粥
迚
、
小
豆
蕪
様
の
も
の
七
品
入
て
食
ス
、
是
よ
り

糧
の
喰
初
メ
と
い
ふ
て
食
ス
、
七
日
を
節
句
之
初
と
い
ふ
て
祝
ふ

　

貞
享
二
年
お
よ
び
文
化
四
年
の
風
俗
帳
に
は
、
野
粮
や
山
粮
の
採
取
お

よ
び
加
工
・
調
理
法
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
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5
　
飢
年
の
葛
・
蕨
・
根
掘

　

文
化
四
年
の
『
下
郷
四
箇
組
風
俗
帳
』
に
は
、
葛
の
根
を
掘
り
、
葛
粉

の
製
法
と
そ
の
食
べ
方
ま
で
記
載
し
て
い
る
。

一
春
之
内
雪
消
山
沢
消
間
よ
り
葛
を
掘
申
事
、
男
之
分
ハ
堀
二
参
、
宿
ニ
而

ハ
、
女
共
葛
の
皮
を
つ
く
り
鑓
ニ
而

打
落
し
、
桶
へ
水
を
入
れ
其
中
ニ
而

も
ミ

出
し
、
麻
か
木
綿
之
袋
等
ニ
て
透
シ
其
水
を
外
ニ
桶
ヘ
入
、
一
日
一
夜
置
、

翌
朝
水
を
ま
け
候
へ
ハ
箇（
固
）と

ど（
泥
）ろ

と
分
り
申
候
、
箇（
固
）計

取
候
へ
ハ
壱
荷
二

付
、
凡
弐
升
之
取
拵
二
御
座
候
、
又
ど
ろ
箇（
固
）へ

ハ
蕎
麦
之
粉
二
入
、
団
子

抔
ニ
し
て
給
申
候

　

文
化
四
年
の
『
大
谷
組
風
俗
帳
』
に
は
、
現
在
の
大
沼
郡
三
島
町
大
谷

付
近
の
葛
蕨
掘
と
そ
の
製
法
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
（
（2
（
る
。
製
造
用
具
を
記

載
し
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
た
い
。

一
葛
蕨
掘
様
の
義
は
変
年
の
節
、
十
月
雪
降
り
以
前
よ
り
春
に
至
り
、
雪

の
消
間
出
次
第
夫
食
草
に
取
申
候
、
拵
様
の
義
は
臼
に
て
つ
き
水
を
入
か

き
た
て
、
藁
に
て
す
く
ろ
の
や
う
に
あ
み
、
其
内
へ
入
下
に
は
ん
ぞ
う
と

申
を
置
、
木
に
て
船
を
拵
其
上
に
の
せ
通
し
て
、
は
ん
ぞ
う
に
溜
り
候
を

一
夜
置
、
上
水
を
こ
ほ
し
花
を
取
、
夫
に
蕎
麦
の
粉
を
入
か
き
ま
ぜ
給
へ

申
候

　

貞
享
二
年
の
『
楢
原
組
風
俗
帳
』
に
は
、
う
ど
・
わ
ら
び
・
と
ち
・
し

だ
み
な
ど
の
「
山
粮
」
の
食
事
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
赤
土
村
（
現

下
郷
町
赤
土
）
で
は
、「
毎
年
秋
よ
り
春
三
月
迄
ハ
、
朝
夕
共
ニ
と
ち
し

た
み
粥
ニ
仕
被
下
候
」
と
、
栃
や
シ
ダ
ミ
（
楢
の
実
・
ド
ン
グ
リ
）
を
粥

に
入
れ
て
食
べ
て
い
た
。

　

大
内
村
（
現
下
郷
町
大
内
）
で
は
、
わ
ら
び
を
切
干
に
し
、
か
て
に
入

れ
た
と
あ
る
。

一
居
村
よ
り
拾
町
南
沼
山
原
と
申
所
ニ
わ
ら
び
御
座
候
、
毎
年
火
を
付
、

わ
ら
び
最
中
之
時
分
村
中
之
者
一
日
二
三
尺
丸
四
束
五
束
も
取
、
切
干
に

致
、
か
て
ニ
仕
候
。

6
　
野
粮
の
市
出
荷

　

文
化
四
年
の
『
下
郷
四
箇
組
風
俗
帳
』
に
、「
蕨
干　

四
月
中
旬
ニ
取

縄
ニ
而

あ
み
軒
へ
下
ケ
干
申
候
、
尤
御
城
下
高
田
辺
へ
持
出
売
申
候
」
と
、

蕨
干
の
製
法
と
販
売
に
つ
い
て
簡
単
に
記
載
し
て
い
る
。
貞
享
二
年
の

『
野
沢
組
風
俗
帳
』
に
は
、
現
在
の
西
会
津
町
野
沢
の
市
に
近
郷
の
村
か

ら
、「
干
う
と
わ
ら
ひ
」
が
出
荷
し
て
い
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
（
（2
（
る
。

　

同
所
（
野
沢
村
）
原
町
ハ
毎
月
三
八
月
二
六
日
之
市
場
ニ
而

此
市
場
ニ
而

耶
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麻
郡
小
川
庄
金
山
谷
よ
り
少
々
立
合
、
穀
類
並
春
切
干
う
と
わ
ら
ひ
出
取

ハ
同
組
中
野
安
座
黒
沢
よ
り
出
シ
商
売
す
、
一
組
之
者
共
買
取
夫
食
の
糧

ニ
仕
、
秋
ハ
松
た
け
、
栗
た
け
等
を
商
売
ス
、
出
所
ハ
安
座
村
よ
り
少
々

出
ル
、

　

ま
た
、『
下
郷
四
箇
組
風
俗
帳
』
に
は
ゼ
ン
マ
イ
に
つ
い
て
の
製
法
と

販
売
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

　
「
狗セ
ン

背マ
イ

・
春
土
用
末
よ
り
四
月
上
旬
迄
山
よ
り
取
、
内
へ
参
赤
綿
を
取
、

此
取
様
水
を
ふ
き
手
ニ
而

も
ミ
取
、
夫
よ
り
湯
ひ
き
干
商
人
参
次
第
売
払
」

と
あ
る
。
ゼ
ン
マ
イ
の
一
種
に
、
和
名
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
が
あ
る
。
湿

原
の
代
表
的
な
植
物
で
、
生
育
条
件
と
し
て
水
辺
か
湿
原
状
態
の
土
地
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
、
福
島
県
内
で
は
標
高
四
〇
〇
～
一
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ま
で
分
布
す
る
。
方
言
で
は
カ
グ
マ
と
呼
ば
れ
、
若
芽
や
茎
は
あ
え
も

の
と
し
て
食
べ
ら
れ
（
（2
（
る
。
檜
枝
岐
村
や
南
会
津
町
の
伊
南
川
流
域
で
食
べ

て
き
た
。「
か
く
ま
」
は
貞
享
二
年
の
『
中
荒
井
組
風
俗
帳
』
に
も
、
随

所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
幕
内
村
と
も
近
い
田
村
山
村
で
は
、
大
野
村
へ

出
て
採
っ
て
い
る
。「
大
野
村
へ
稲
十
五
束
出
、
か
く
ま
、
養
草
を
刈
取
、

山
守
給
金
と
云
、
代
七
百
六
十
文
出
す
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
か
く

ま
」
は
、
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
が
生
育
し
た
も
の
で
、
馬
の
飼
料
と
し
て

刈
り
採
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
中
荒
井
組
に
は
山
が
な
い
た
め
、
各

村
々
に
「
か
く
ま
」
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
現
在
の
喜
多
方
市
熊
倉
付
近

の
文
化
四
年
の
『
熊
倉
組
風
俗
帳
』
に
「
名
目
に
異
名
を
唱
ひ
候
類
」
と

い
う
記
載
が
あ
（
（2
（
る
。「
一
持
山
持
林
を　

か
く
ま
と
云
」
と
あ
る
の
は
、

「
か
く
ま
」
を
採
取
す
る
主
な
場
所
が
山
や
林
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
れ

た
呼
称
な
の
か
疑
問
が
わ
く
。

7
　
糧
と
し
て
の
百
合
の
根

　
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
里
郷
と
山
郷
食
物
助
成
」
の
記
載
の
最
後
に
、

「
飢
餓
年
に
ハ
山
所
の
食
物
に
」「
百
合
」
を
あ
げ
て
い
る
。
百
合
の
根
、

球
根
を
食
べ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
現
在
の
喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
付
近

の
文
化
四
年
の
『
五
目
組
風
俗
帳
』
に
「
百
合
」
が
小
荒
井
・
小
田
付
の

市
場
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

一
百
合
山
芋　

但
、
五
目
中
川
原
、
岩
尾
、
其
外
少
々
ツ
　ゝ

所
ニ
よ

り
差
出
申
候

　

南
会
津
郡
只
見
町
で
は
、
百
合
の
一
種
の
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
を
団
子
に
し

て
食
べ
て
い
た
と
い
う
。
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
の
団
子
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
食

物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。『
農
業
全
書
』
に
は
、
ウ
バ
ユ
リ
を
「
し

か
く
れ
ゆ
り
」
と
呼
び
煮
て
食
べ
る
と
あ
る
。「
又
山さ
ん

林り
ん

に
し
か
く
れ
ゆ

り
と
云い
ふ

物も
の

あ
り
。
葉ハ

ハ
い
も
の
葉ハ

の
ご
と
く
光
（
ひ
か
り
）
あ
り
て
ひ
ろ

く
長
（
な
が
）
し
。
根
ハ
即
（
す
な
わ
ち
）
つ
ね
の
ゆ
り
の
ご
と
し
。
是
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（
こ
れ
）
又
煮
（
に
）
て
食
（
し
ょ
く
）
す
る
事
つ
ね
の
ゆ
り
の
ご
と
し
。」

と
、
ウ
バ
ユ
リ
の
調
理
・
食
べ
方
を
記
載
し
て
い
る
。
只
見
町
に
お
け
る

オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
の
調
理
が
、
平
出
美
穂
子
に
よ
り
再
現
さ
れ
て
い
る
。
オ

オ
ウ
バ
ユ
リ
を
只
見
地
方
で
は
、
ヤ
マ
ッ
カ
ブ
と
呼
ん
で
い
る
。
オ
オ
ウ

バ
ユ
リ
は
、
本
州
中
部
か
ら
北
海
道
ま
で
自
生
す
る
多
年
草
で
あ
る
。
只

見
地
方
で
は
、
大
正
時
代
ご
ろ
ま
で
食
べ
た
と
い
う
。
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
の

鱗
（
り
ん
）
茎
（
け
い
）
部
を
、
さ
ら
し
て
ア
ク
を
抜
い
て
か
ら
、
で
ん

ぷ
ん
を
取
る
。
平
出
氏
は
、
で
ん
ぷ
ん
と
そ
の
粕
を
発
酵
さ
せ
て
作
っ
た

団
子
を
再
現
し
て
い
（
（2
（
る
。

8
　
糧
と
し
て
の
木
の
実

　

木
の
実
類
で
は
、「
栃
実
又
ハ
し
た
ミ
、
な
ら
の
ミ
」
と
あ
る
。「
し
た

ミ
」
は
、
会
津
地
方
で
は
ミ
ズ
ナ
ラ
や
コ
ナ
ラ
の
実
、
す
な
わ
ち
ド
ン
グ

リ
を
指
し
て
の
呼
称
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
貞
享
二
年
の
風
俗
帳

に
は
、
粥
に
し
て
食
べ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
只
見
地
方
で
は
、

「
シ
ダ
ミ
餅
」
と
呼
び
、
粉
状
に
加
工
し
て
か
ら
餅
に
搗
い
て
食
べ
た
と

言
う
。
只
見
町
梁
取
で
は
、
シ
ダ
ミ
餅
を
昭
和
二
十
年
代
ま
で
食
べ
る
食

習
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

シ
ダ
ミ
の
ア
ク
抜
き
は
、
栃
の
実
ほ
ど
手
間
が
か
か
ら
な
い
。
山
で
拾

っ
た
シ
ダ
ミ
を
、
筵
に
広
げ
て
天
日
乾
燥
す
る
。
殻
が
割
れ
る
ぐ
ら
い
よ

く
乾
燥
し
た
シ
ダ
ミ
を
ク
ボ
ウ
ス
（
窪
臼
）
に
入
れ
、
テ
キ
ネ
（
手
杵
）

で
搗
き
砕
き
、
カ
ワ
ミ
（
皮
箕
）
で
実
と
殻
を
選
別
す
る
。
次
に
実
を
鍋

に
入
れ
て
よ
く
煮
る
。
す
る
と
濃
い
色
の
煮
汁
が
出
る
の
で
、
何
回
も
水

を
取
り
替
え
る
。
よ
く
煮
た
後
、
桶
に
入
れ
水
さ
ら
し
を
行
っ
て
ア
ク
を

抜
く
。
水
が
濁
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
こ
れ
を
布
袋
に
入
れ
、
強
く
絞
る
と

シ
ダ
ミ
ッ
コ
（
し
だ
み
粉
）
と
な
る
。
こ
れ
を
餅
米
に
入
れ
て
搗
き
混
ぜ

る
と
シ
ダ
ミ
モ
チ
が
で
き
る
（
只
見
町
梁
（
（2
（

取
）。

　
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
粮
菜
作
考
」
に
、「
と
つ
く
り
か
や
」
と
あ
る

の
は
、
栃
・
栗
・
榧
の
実
の
こ
と
で
あ
る
。
栗
は
、
会
津
地
方
で
は
カ
チ

グ
リ
と
呼
び
、
栗
の
実
を
乾
燥
し
、
臼
で
搗
い
た
粉
を
作
り
、
販
売
も
し

た
。
文
化
四
年
の
『
下
郷
四
箇
組
風
俗
帳
』
に
は
、「
搗
（
か
ち
）
栗
」

と
記
載
し
て
い
る
。

一
搗
（
か
ち
）
栗　

秋
彼
岸
後
十
四
五
日
之
内
取
、
若
松
並
二
関
東
へ
持

出
し
売
払
申
候
、
尤
年
毎
出
来
申
物
二
無
覗

之
候
、
大
概
壱
ヶ
年
置
ニ
候

年
計
ニ
御
座
候

　

現
在
の
南
会
津
町
に
位
置
す
る
文
化
四
年
の
『
田
島
組
、
高
野
組
、
川

島
組
、
熨
斗
組
風
俗
帳
』
に
よ
る
と
、「
一
勝
栗
、
八
月
末
頃
よ
り
拾
ひ
、

拵
方
は
火
の
上
へ
掛
け
干
か
た
め
臼
に
て
搗
く
」
と
、
そ
の
製
法
を
記
載

し
て
い
（
（2
（
る
。
南
会
津
地
方
で
は
、
囲
炉
裏
の
自
在
鉤
や
火
棚
に
、
糸
に
通

し
た
栗
を
乾
燥
し
て
い
る
光
景
を
、
筆
者
も
何
度
か
見
た
こ
と
が
あ
る
。
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文
化
四
年
の
『
五
目
組
風
俗
帳
』
に
は
、「
柴
栗
」
と
あ
り
、「
八
月
初
よ

り
九
月
中
取
申
候
」
と
あ
る
。
同
年
の
『
五
目
組
上
野
村
三
浦
家
年
中
行

事
』
に
は
、
元
日
に
「
御
手
掛
三
方
」
と
い
う
儀
礼
が
あ
り
、「
勝
栗
」

を
包
む
と
あ
る
。「
御
手
掛
三
方　

白
米　

こ
ん
ぶ　

勝
栗　

み
か
ん　

串
柿
な
り　

炭
を
つ
ゝ
む
事
も
有
な
り
」
と
記
載
し
て
い
る
。

　

文
化
四
年
の
『
下
郷
四
箇
組
風
俗
帳
』
に
よ
る
と
、「
加（
か
や
）屋

の
ミ
」
と

あ
り
、
榧
の
実
の
加
工
方
法
と
販
売
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。「
粮
菜
」

と
い
う
よ
り
、
商
品
と
し
て
の
産
物
で
あ
る
。

一
加（
か
や
）屋
の
ミ
取　

秋
彼
岸
中
取
、
内
へ
持
参

床
（
土
へ
い
け
を
）し
て
二
三
日
ね
せ
ゑ

が
を
取
、
川
ニ
而

あ
ら
ひ
莚
ニ
而

五
六
日
も
干
、
干
上
次
第
郷
中
之
内
ニ
而

無
心

買
ニ
参
候
も
の
ニ
売
申
候
、
尤
少
分
ノ
儀
ニ
御
座
候
へ
ば
、
大
概
子
共（
供
）の

な
く
さ
み
に
給
申
候

　

ま
た
、
文
化
四
年
の
『
五
目
組
風
俗
帳
』
に
も
、「
か
や
の
実　

秋
の

彼
岸
後
ニ
取
申
候　

但
、
日
中
、
同
端
郷
、
中
の
在
家
、
熱
塩
、
黒
川
、

右
村
々
に
て
重
に
売
出
候
分
ヶ
而

中
在
家
か
や
と
申
を
賞
翫
い
た
し
候
」

と
、
当
時
中
在
家
の
榧
が
、
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
下

郷
町
に
隣
接
す
る
会
津
若
松
市
大
戸
町
の
芦
ノ
牧
温
泉
の
お
土
産
の
ひ
と

つ
に
、「
か
や
の
実
煎
餅
」
が
あ
り
、
現
在
も
温
泉
街
で
販
売
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
の
出
身
地
の
南
相
馬
市
鹿
島
区
で
は
、「
か
や
の
実
餅
」
と
い

っ
て
餅
に
か
や
の
実
を
入
れ
搗
く
。
か
や
の
実
の
香
り
が
す
る
、
な
つ
か

し
い
味
で
あ
る
。
伊
達
郡
川
俣
町
に
は
、
か
や
の
実
が
入
っ
た
飴
が
あ
り
、

今
日
で
も
観
光
み
や
げ
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

会
津
地
方
で
木
の
実
の
食
材
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
に
、
胡
桃
が
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
オ
ニ
グ
ル
ミ
で
あ
る
。
会
津
坂
下
町
に
は
、
現
在
で
も

「
む
き
ぐ
る
み
」
を
製
造
す
る
工
場
が
あ
る
。
胡
桃
の
殻
を
割
り
、
中
の

実
を
取
る
も
の
で
、
金
槌
で
割
る
速
さ
は
達
人
技
の
域
で
あ
る
。「
こ
こ

に
技
あ
り
」
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
文
化
四

年
の
『
黒
川
組
風
俗
帳
』
に
は
、
現
在
の
会
津
若
松
市
材
木
町
に
お
け
る

「
む
き
ぐ
る
み
」
の
製
造
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
（
（2
（
る
。

一
材
木
町
分
、
農
業
と
し
て
む
き
く
る
み
出
し
申
候
処
、
御
郡
中
よ
り
秋

の
ひ
が
ん
よ
り
買
あ
つ
め
、
四
月
頃
迄
む
き
申
候
、
右
む
き
方
の
儀
ハ
、

か
ま
鍋
江

入
ゆ
で
申
候
て
む
き
申
候
、
但
石
高
の
儀
ハ
、
大
凡
八
十
五
石

余
、
年
々
他
所
出
し
仕
候
、
尤
江
戸
表
重
に
差
出
し
候

　

会
津
地
方
で
は
、
胡
桃
の
あ
え
物
に
し
て
食
べ
る
習
俗
が
多
く
、「
く

る
み
餅
」
を
名
物
と
し
て
い
る
観
光
施
設
も
あ
る
。

　

文
化
四
年
の
『
五
目
組
上
野
村
三
浦
家
年
中
行
事
』
に
よ
る
と
、
現
在

の
喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
の
三
浦
家
で
は
、
元
日
に
「
は
か
た
め
」
と
い

っ
て
、「
白
米　

こ
ん
ぶ　

く
る
み　

此
三
品
取
揃
壱
升
枡
へ
入
て
銘
々
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取
沢
（
山
脱
カ
）
給
る
な
り
」
と
あ
り
、
元
日
に
歯
固
め
の
儀
礼
に
胡
桃

を
食
べ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

9
　
凶
慌
食
と
糧
物

　

安
藤
紫
香
氏
は
、
南
会
津
地
方
の
「
凶
慌
食
」
と
題
し
、
様
々
な
食
物

を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
風
俗
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、

似
た
も
の
も
あ
る
。
特
殊
な
食
物
と
し
て
、「
ソ
ソ
メ
焼
餅
」
と
「
わ
ら

餅
」
を
紹
介
し
た
い
。

ソ
ソ
メ
焼
餅　

そ
ば
を
刈
り
取
っ
て
打
ち
、
唐
箕
で
吹
く
と
、
そ
ば
と
花

と
柔
ら
か
い
茎
の
と
こ
ろ
が
、
別
に
風
に
吹
か
れ
て
出
る
。
舘
岩
村
（
南

会
津
町
）
で
は
ネ
ヌ
ッ
コ
と
言
う
。
そ
の
細
か
い
塵
と
、
米
に
な
ら
な
い

小
米
を
石
臼
で
挽
い
て
出
る
粃
（
し
い
な
）
粉
（
こ
な
）
を
混
ぜ
て
、
お

湯
を
入
れ
て
こ
ね
て
焼
き
餅
に
し
た
も
の
を
、
ソ
ソ
メ
焼
き
餅
と
い
う
。

わ
ら
餅　

生
藁
を
半
日
く
ら
い
流
れ
川
に
浸
し
て
お
き
、
あ
く
だ
し
を
し

て
か
ら
、
川
で
よ
く
砂
や
ち
り
を
洗
い
落
し
、
根
元
の
方
か
ら
な
る
べ
く

細
か
に
刻
み
、
そ
れ
を
蒸
し
釜
で
蒸
し
て
か
ら
、
一
回
干
し
あ
げ
て
、
鍋

で
煎
っ
て
か
ら
石
臼
で
摺
り
藁
の
粉
を
作
る
。
こ
の
粉
一
升
と
米
の
粉
二

合
ほ
ど
入
れ
、
水
で
こ
ね
合
せ
餅
の
よ
う
に
し
て
丸
め
、
蒸
す
か
ゆ
で
て

味
噌
で
味
を
つ
け
て
食
べ
る
。
味
噌
に
じ
ゅ
う
ね
ん
（
エ
ゴ
マ
）
を
入
れ

る
と
う
ま
い
。
ま
た
き
な
粉
を
つ
け
て
も
よ
い
。
米
の
か
わ
り
に
、
わ
ら

び
粉
も
ち
や
粟
の
粉
な
ど
も
使
っ
て
作
っ
た
。

　

な
お
安
藤
氏
は
、
凶
慌
時
の
「
か
て
飯
」
に
は
、
雑
穀
は
も
ち
ろ
ん
野

原
に
あ
る
雑
草
、
よ
も
ぎ
・
の
び
る
・
お
か
せ
り
・
つ
く
し
・
ふ
き
・
よ

め
な
お
し
ば
こ
・
み
つ
ば
・
う
つ
ぎ
・
山
ぶ
ど
う
の
葉
ま
で
、「
か
て
飯
」

と
し
て
食
べ
た
と
記
載
し
て
い
（
（2
（
る
。

結
び
に
か
え
て
　

―
　

在
地
農
法
の
一環
と
し
て
の
粮
菜

作
・
粮
菜
貯
　

―
　

1
　
作
付
方
式
と
粮
菜
作

　
『
会
津
農
書
』
中
巻
に
は
、
多
く
の
畑
作
物
の
栽
培
法
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
作
業
方
法
・
作
物
品
種
・
作
業
投
下
日
数
、
そ
し
て
栽

培
に
お
け
る
前
後
作
物
名
と
多
岐
に
わ
た
る
。
い
わ
ゆ
る
作
付
方
式
が
整

然
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、『
会
津
農
書
』
の
特
色
の
ひ
と
つ
が

あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
庄
司
吉
之
助
氏
は
、『
会
津
農
書
』

の
解
題
で
当
時
の
会
津
藩
の
農
業
政
策
が
背
景
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
て

い
（
（3
（
る
「
粮
菜
作
考
」・「
粮
菜
貯
」
お
よ
び
「
里
郷
と
山
郷
食
物
助
成
」
の

記
載
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
畑
作
物
の
多
様
化
の
中
で
、
商
業
的
農
作
物
は
別
と
し
て
普
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通
作
物
は
自
給
を
主
体
と
し
て
い
る
の
に
、『
会
津
農
書
』
に
お
い
て
一

粒
の
粟
ま
で
計
算
さ
れ
、
ま
た
作
物
の
多
様
化
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は

ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
実
に
、
藩
の
農
業
政
策
、
す
な
わ
ち

農
家
の
飯
米
ま
で
収
奪
し
、
畑
作
物
を
も
っ
て
主
体
と
さ
せ
る
政
策
が
、

こ
の
よ
う
な
農
民
の
多
様
な
作
物
栽
培
と
細
か
い
計
算
と
を
必
要
と
し
、

そ
う
し
た
意
味
で
生
産
を
か
き
た
て
て
い
た
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
政
策
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
農
民
の
飯
米
は
、

寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
に
一
日
男
五
合
、
女
二
合
五
勺
と
さ
れ
、
①

九
月
か
ら
二
月
ま
で
の
六
ヶ
月
間
は
年
貢
納
入
後
収
穫
米
を
も
っ
て
、
②

六
月
以
降
一
八
〇
日
の
う
ち
三
八
日
間
は
藩
の
社
倉
米
と
年
貢
米
、
相
場

米
の
三
口
に
よ
る
貸
米
（
高
一
〇
〇
石
に
つ
き
二
〇
俵
）
に
よ
っ
て
、
③

残
り
の
一
四
二
日
間
は
畑
方
の
雑
穀
と
野
粮
を
も
っ
て
賄
う
こ
と
に
き
め

ら
れ
た
。
ま
た
「
三
月
よ
り
八
月
迄
は
山
野
粮
物
を
用
い
候
」
と
も
さ
れ

た
の
で
あ
る
。（『
会
津
藩
秘
要
収
税
歩
刈
救
助
法
抜
萃
』）

　

し
た
が
っ
て
農
民
は
、
半
年
分
の
自
給
米
し
か
な
く
、
三
八
日
分
の
借

米
に
加
え
て
畑
作
物
の
雑
穀
と
野
粮
に
よ
っ
て
そ
の
裨
い
と
し
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
畑
方
の
大
豆
と
え
ご
ま
は
、
年
貢
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
藩
は
「
上
納
の
余
り
大
豆
は
味
噌
に
煮
候
外
、
此
外
雑
穀
は
塩
代

或
い
は
夏
冬
の
衣
類
代
、
農
具
調
代
、
養
代
、
品
々
に
払
」
う
よ
う
に
さ

せ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
当
時
の
農
民
は
、
年
貢
と
飯
米
の
借
り
分
、
利
米
を

負
担
し
、
自
給
分
を
畑
作
の
雑
穀
に
依
存
し
、
な
お
衣
料
費
、
塩
代
、
農

具
代
等
を
畑
作
物
は
雑
穀
の
生
産
販
売
に
よ
っ
て
賄
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
畑
作
物
の
多
様
化
は
、
粮
物
と
商
品
作
物
の
場
面
で
進
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。『
会
津
農
書
』
で
随
所
に
粮
物
に
つ
い
て
記
し
、
地
方
書
で
も

雑
穀
や
菜
類
を
野
粮
と
共
に
主
食
と
し
て
記
し
た
由
似
で
あ
る
。

　

長
々
と
庄
司
氏
の
『
会
津
農
書
』
に
お
け
る
、
粮
物
と
農
作
物
と
多
様

化
の
関
係
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む
指
摘
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
庄

司
氏
の
指
摘
は
、
当
時
の
会
津
藩
の
農
業
政
策
を
示
す
資
料
に
基
く
適
切

な
指
摘
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
年
貢
米
と
粮
菜
と
の
関
連
を
記
載
し
た
も
の
に
、
青
森
県

旧
南
部
藩
領
の
農
書
『
耕
作
噺
』
が
あ
る
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に

中
村
喜
時
著
述
に
よ
る
も
の
で
、
積
雪
寒
冷
地
の
農
法
に
つ
い
て
記
載
し

た
も
の
で
、『
会
津
農
書
』
と
風
土
的
に
も
共
通
し
た
農
業
の
環
境
に
あ

る
。
第
二
十　
「
御
収
納
」
で
、
著
者
は
年
貢
米
と
「
屑
米
・
砕
米
」
の

扱
い
に
つ
い
て
、
農
民
た
ち
を
諭
す
よ
う
な
表
現
で
記
載
し
て
い
（
（3
（
る
。

一
、
老
人
噺
け
る
は
、（
中
略
）
屑
砕
の
類
は
叺
に
入
置
飯
米
に
す
べ
し
。

世
の
詞
に
、
絹
織
者
は
絹
を
着
ず
、
蓙
織
者
は
蓙
を
不
覗

敷
と
は
、
親
妻

子
を
養
は
ん
為
な
れ
ば
農
民
は
能
米
は
上
納
し
、
其
次
は
売
米
に
も
し
、

屑
米
砕
米
を
飯
米
に
す
る
は
農
家
の
常
な
り
。
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こ
の
記
載
は
、
庄
司
氏
が
指
摘
す
る
こ
と
を
、
南
部
藩
に
も
示
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

2
　「
作
り
暮
ら
し
」
の
農
法
と
粮
菜
作

　

も
う
一
つ
の
背
景
に
は
、
農
民
自
か
ら
の
農
法
、
守
田
志
郎
氏
や
德
永

光
俊
氏
が
提
唱
す
る
「
作
り
暮
ら
し
」
の
農
法
と
の
関
連
で
あ
る
。「
作

り
な
ら
し
」・「
手
な
ら
し
」・「
世
な
ら
し
」
の
概
念
で
あ
（
（3
（
る
。
德
永
氏
は
、

守
田
氏
の
著
書
『
農
業
に
と
っ
て
技
術
と
は
な
に
か
』
の
解
説
「
守
田
志

郎
の
遺
産
―
『
作
り
ま
わ
し
』
と
『
作
り
な
ら
し
』
―
」
で
「
農
法
」
を

次
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
（
（3
（
る
。

農
法
と
は
作
り
暮
ら
し
で
あ
り
、
生
産
と
生
活
が
一
体
化
し
た
も
の
だ
。

そ
こ
で
は
「
ま
わ
し
」
と
い
う
循
環
と
、「
な
ら
し
」
と
い
う
平
準
の
二

つ
の
原
理
が
根
本
に
あ
る
。「
ま
わ
し
」
な
が
ら
「
な
ら
し
」
が
す
す
む

の
で
あ
り
、「
な
ら
し
」
な
が
ら
「
ま
わ
し
」
が
す
す
む
の
で
あ
っ
て
、

二
つ
の
原
理
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
『
会
津
農
書
』
の
「
粮
菜
作
」
の
背
景
に
は
「
作
り
ま
わ

し
」（
循
環
）
と
「
作
り
な
ら
し
」（
平
準
化
）
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い

か
と
、
筆
者
は
考
え
た
い
。『
会
津
農
書
』
著
述
当
時
の
会
津
地
方
各
地

の
風
俗
書
上
げ
に
よ
る
と
、「
粮
菜
」
は
日
常
の
食
物
と
し
て
食
さ
れ
て

い
た
。「
粮
」
の
入
ら
な
い
飯
は
、「
無
糧
之
飯
」
な
ど
と
記
述
さ
れ
、
非

日
常
す
な
わ
ち
ハ
レ
の
食
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

貞
享
二
年
の
『
伊
南
古
町
組
風
俗
帳
』
の
記
載
は
、
そ
れ
を
如
実
に
物

語
っ
て
い
（
（3
（
る
。

3
　『
会
津
農
書
』
の
農
法
と
粮
菜
作
・
粮
菜
貯

　

与
次
右
衛
門
は
『
会
津
農
書
』
に
記
載
し
て
い
る
よ
う
に
、「
さ
ゑ
ん

粮
」・「
野
粮
」・「
山
粮
」
と
大
き
く
三
種
に
分
類
し
、
大
根
菜
・
蕪
菜
の

ほ
か
大
豆
や
夕
顔
の
菜
類
を
、
次
に
野
粮
・
山
粮
と
採
取
す
る
場
と
そ
の

種
類
を
記
載
し
て
い
る
。
米
や
雑
穀
の
食
物
の
「
な
ら
し
」（
平
準
）
と

そ
の
採
取
方
法
の
「
手
ま
わ
し
」（
循
環
）
を
も
念
頭
に
置
き
、
記
載
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
正
月
三
ケ
日
や
「
む
け
の
朔
日
」
な
ど
儀
礼

の
折
に
、「
無
糧
之
飯
」
と
い
っ
て
粮
の
入
ら
な
い
米
飯
を
食
べ
る
こ
と

や
、
正
月
七
日
の
「
七
草
粥
」
を
「
粮
之
食
始
」
と
呼
び
、
唱
え
言
を
言

い
な
が
ら
粮
を
刻
む
ど
、
食
物
の
均
等
な
食
べ
方
が
、
農
民
生
活
に
自
然

と
培
か
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

　
『
会
津
農
書
』
中
巻
の
多
種
多
様
な
作
物
の
栽
培
と
、
そ
の
作
業
時
期

の
詳
細
な
記
述
、
品
種
と
作
業
の
労
働
量
な
ど
、
そ
こ
に
は
「
作
り
ま
わ

し
」・「
手
ま
わ
し
」
の
循
環
、
そ
し
て
期
日
の
平
均
的
な
作
業
、
品
種
ご

と
の
平
均
的
栽
培
と
、「
作
り
な
ら
し
」・「
手
な
ら
し
」
と
し
て
の
作
業
、
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こ
の
二
つ
の
概
念
に
、
ま
た
土
地
条
件
、
気
候
条
件
、
い
わ
ゆ
る
「
土
地

相
応
」・「
時
節
相
応
」
と
い
う
「
あ
わ
せ
」（
和
合
）
と
い
う
、
守
田
・

德
永
両
氏
が
提
唱
す
る
農
書
に
み
る
日
本
農
業
の
原
理
を
、『
会
津
農
書
』

に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
民
俗
学
的
価
値

　
『
会
津
農
書
』
下
巻
（
農
家
事
益
部
）
に
記
載
さ
れ
た
「
粮
菜
作
考
」
及

び
「
粮
菜
貯
」
は
、「
作
り
暮
ら
し
」
の
農
法
を
示
す
ひ
と
つ
の
指
標
と

み
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
は
、
庄
司
吉
之
助
氏
が
指
摘
さ
れ
た
会
津
藩

の
農
業
政
策
と
も
大
い
に
関
連
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
作
り
暮
ら
し
」
の
農
法
を
行
う
場
が
家
で
あ
り
村
落
で
あ

る
。
そ
の
方
法
を
記
載
し
た
の
が
、『
会
津
農
書
』
下
巻
で
「
農
家
事
益

部
」
と
も
呼
ば
れ
る
由
似
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
農
書
に
記
載
さ
れ
た
近

世
の
民
俗
誌
で
あ
る
。
著
者
佐
瀬
与
次
右
衛
門
の
こ
う
し
た
徹
底
し
た
農

業
指
導
は
、
娘
婿
養
子
の
林
右
衛
門
に
継
承
さ
れ
、
正
徳
二
年
（
一
七
一

三
）
の
『
幕
内
農
業
記
』
の
著
述
へ
と
発
展
す
（
（3
（
る
。『
幕
内
農
業
記
』
は
、

会
津
地
方
に
お
け
る
「
作
り
暮
ら
し
」
の
農
法
を
記
載
し
た
一
村
落
に
お

け
る
モ
デ
ル
と
い
え
よ
う
。
与
次
右
衛
門
・
林
右
衛
門
と
い
う
親
子
二
代

三
〇
年
間
に
わ
た
る
農
書
著
述
が
、
幕
内
と
い
う
一
村
落
で
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
は
、
近
世
村
落
の
新
し
い
村
の
形
成
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

米
沢
藩
領
や
相
馬
中
村
藩
領
内
で
著
述
さ
れ
た
「
か
て
も
の
」
の
著
書

は
、
天
明
の
飢
餓
以
後
に
著
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
会
津
農
書
』
で

言
う
「
粮
菜
」
は
、
当
時
の
農
民
の
日
常
生
活
で
あ
り
、
農
法
の
一
環
と

し
て
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、『
会
津
農
書
』
に
記
載
さ
れ
た
由
似
が

あ
る
と
い
え
る
。「
か
て
も
の
」
の
記
載
と
し
て
も
、
貞
享
元
年
の
『
会

津
農
書
』
の
「
粮
菜
」
の
記
載
は
、
注
目
す
べ
き
位
置
に
あ
り
、『
会
津

農
書
』
に
み
る
粮
菜
作
と
粮
菜
貯
は
、
在
地
農
法
の
一
環
と
し
て
の
「
食

物
助
成
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
赤
羽
正
春
・
遠
藤
由
美
子
・
渋
川
吉
美
・
大

楽
和
正
・
德
永
光
俊
・
新
国
勇
・
野
本
寛
一
・
秡
川
信
弘
・
平
出
美
穂
子
・
安

カ
川
恵
子
（
五
十
音
順
）
諸
氏
お
よ
び
相
馬
市
史
編
纂
室
よ
り
、
貴
重
な
資
料

提
供
、
ご
教
導
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

注（
1
）
一
九
八
二
『
会
津
農
書
・
会
津
農
書
附
録
』
日
本
農
書
全
集
第
一
九
巻　

農
山

漁
村
文
化
協
会　

所
収

（
2
）
一
九
八
二
『
会
津
歌
農
書
・
幕
内
農
業
記
』
日
本
農
書
全
集
第
二
〇
巻　

農
山

漁
村
文
化
協
会　

所
収

（
3
）
注
（
1
）

（
4
）
長
谷
川
吉
次　

一
九
八
三
「
会
津
農
書
の
新
写
本
（
寛
延
期
の
佐
々
木
本
と
明

治
期
の
初
瀬
川
本
、
弘
化
期
の
角
田
本
と
の
比
較
）『
農
書
を
読
む
』
第
五
号　



常民文化研究　第１巻（2022）

90

農
書
を
読
む
会

（
5
）
相
馬
市
史
編
纂
会
編　

一
九
七
二
『
相
馬
市
史
』
5
（
資
料
編
2　

史
書
類
ほ

か
）
福
島
県
相
馬
市

（
6
）
大
楽
和
正　

二
〇
二
〇
「
か
て
飯
―
ウ
ツ
ギ
の
利
用
を
中
心
に
―
」『
高
志
路
』

第
四
一
六
号　

新
潟
県
民
俗
学
会

（
7
）
野
本
寛
一　

二
〇
二
一
『
自
然
暦
と
環
境
口
誦
の
世
界
』
大
河
書
房

（
8
）
庄
司
吉
之
助
編　

一
九
八
〇
『
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
』
第
三
巻
―
文
化
風
俗

帳
―　

歴
史
春
秋
社
所
収

（
9
）
庄
司
吉
之
助
編　

一
九
七
九
『
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
』
第
二
巻
―
貞
享
風
俗

帳
―　

歴
史
春
秋
社　

所
収

（
10
）
注
（
9
）

（
11
）
一
九
七
八
『
百
姓
伝
記
』
巻
八
～
巻
一
五　

日
本
農
書
全
集
第
一
七
巻　

農
山

漁
村
文
化
協
会

（
12
）
一
九
七
八
『
農
業
全
書
』
巻
一
～
巻
五　

日
本
農
書
全
集
第
一
二
巻　

農
山
漁

村
文
化
協
会

（
13
）
一
九
七
九
『
私
家
農
業
談
』
日
本
農
書
全
集
第
六
巻　

農
山
漁
村
文
化
協
会

（
14
）
注
（
9
）

（
15
）
注
（
8
）

（
16
）
注
（
9
）

（
17
）
注
（
8
）

（
18
）
注
（
8
）

（
19
）
注
（
8
）

（
20
）
注
（
8
）

（
21
）
注
（
8
）

（
22
）
注
（
8
）

（
23
）
山
田
収
人　

二
〇
〇
二
『
シ
ダ
植
物
の
世
界
―
太
古
の
み
ど
り
を
見
つ
め
て

―
』　

歴
史
春
秋
社

（
24
）
注
（
8
）

（
25
）
平
出
美
穂
子　

二
〇
二
〇
「
只
見
の
伝
統
食
と
文
化
」『
只
見
と
っ
て
お
き
の

話
Ⅱ
』
福
島
県
只
見
町

（
26
）
只
見
町
史
編
纂
委
員
会
編　

一
九
九
四
『
只
見
町
史
』
第
三
巻
民
俗
編　

福
島

県
只
見
町

（
27
）
注
（
8
）

（
28
）
注
（
8
）

（
29
）
安
藤
紫
香　

一
九
八
一
『
こ
ん
な
暮
ら
し
が
あ
っ
た
』
歴
史
春
秋
社

（
30
）
注
（
1
）

（
31
）
一
九
七
七
『
耕
作
噺
・
奥
民
図
臭
彙
・
壱
農
置
士
産
ほ
か
』
日
本
農
書
全
集
第

一
巻　

農
山
漁
村
文
化
協
会

（
32
）
守
田
志
郎　

一
九
九
四
『
農
業
に
と
っ
て
技
術
と
は
な
に
か
』　

農
山
漁
村
文

化
協
会　
（
初
版　

一
九
七
六　

東
洋
経
済
新
聞
社
）

（
33
）
德
永
光
俊　

二
〇
一
九
『
歴
史
と
農
書
に
学
ぶ
日
本
農
法
の
心
土
ま
わ
し
・
な

ら
し
・
合
わ
せ
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会

（
34
）
注
（
9
）

（
35
）
注
（
2
）
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Katenatsukuri and Katenatakuwae Seen in Aizu Nōsho : 
“Food Subsidization” as Part of Local Farming Methods

SASAKI Takeo

Yojiemon SAZE, a Kimoiri (village head) from Makunouchi Village (present-
day Makunouchi, Kozashi-machi, Aizu-Wakamatsu City), adjacent to the cas-
tle town of Wakamatsu, wrote in Aizu Nōsho (The Aizu Book of Agriculture) in 
1684 about the agricultural methods in the Aizu region based on his own ex-
perience and the old custom known as ‘godan’ (talk around the village). It con-
sists of three volumes: the first volume on rice farming, the middle volume on 
other types of farming, and the third volume on other farming affairs. In 1704, 
he wrote Aizu Uta Nōsho (Aizu Book of Agriculture in Poetry), in which the 
contents were written in the form of waka poems so that farmers could easily 
understand and remember them. In addition, he wrote an eight-volume book, 
Aizu Nōsho Furoku (Annex to Aizu Nōsho), in which he discussed the vocabu-
lary or nōgo (agricultural language) and farming rituals of the time in a dia-
logue between the farmers and himself. In this paper, I would like to use Aizu 
Nōsho as a general name including all three of Aizu Nōsho, Aizu Uta Nōsho, 
and Aizu Nōsho Furoku.
Aizu Nōsho is an agricultural treatise that may be valued as a classic, written 
13 years earlier than Nōgyō Zensho (The Complete Book of Agriculture) by 
Yasusada MIYAZAKI in 1697, which is regarded as the representative agri-
cultural treatise of Japan. It has a clear authorship and year of writing, has 
historical value among the many books on agriculture in Japan, and is highly 
regarded in the history of agricultural technology. Volume Three, in particu-
lar, contains many descriptions of farmer life, and provides insight into the 
folklore of the Aizu region in the early modern period. The author has con-
ducted folklore research by extracting aspects of folklore related to food, cloth-
ing and housing, including farming tools and farming rituals, from the Aizu 
Nōsho.
Based on the contents of the third volume, this paper investigates and analyz-
es the types of katena (supplementing/subsidizing rice) in the Aizu region at 
that time, as well as the methods of gathering, processing, cooking, and eat-
ing, in order to position katena as part of the local farming system. As analyt-
ical and comparative materials, I would like to attempt to use the entries in 
books on customs written in 1685 and 1807, the entries of katemono (provi-
sions for a later date) and the like from the agricultural documents of other 
regions, and the documents related to ʻkate-monoʼ in Fukushima Prefecture in 
the early modern period, in order to cross-reference the names of plants de-
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scribed in the Aizu Nōsho, and clarify the methods of collecting, processing, 
cooking, and eating them.
Aizu Nōsho" contains many descriptions of how to secure the provisions, one of 
which references how to cultivate leaves and crops for the provisions, such as 
radishes and turnips, millet and Japanese millet, and the gathering of the pro-
visions from the mountains and fields, a process called asarina at the time and 
includes instruction on how to cultivate, process, and store the main crops for 
the provisioning, known as amina, as part of the local farming methods.


